
分離主義の放棄と中立性理論(藤田)

分
離
主
義
の
放
棄
と
中
立
性
理
論

-

1

合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
国
教
禁
止
条
項
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
|
|

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
分
離
(
印
畠

R
E芯
ロ
)
、
便
宜
供
与

(1) 

の
概
念
の
展
開
は
、

一
九
四
七
年
の
回
2
2
8
〈
・
∞
�
 0
9
E
O同
国
�
 

田

尚

則

(
創
価
大
学
)
 

藤

(
9
2
0
B
B
o
E
t
oロ
)
お
よ
び
中
立
性
�
 ZS
H
E
-
-
q
)

ロ
に
始
ま
り
、
当
該
判
決
の
中
で
最
高
裁
が
、
憲
法
起
草
者

達
は
「
国
教
禁
止
条
項
(
喜
四
回
印

zz-品
目
∞
ロ
ヱ
U
E

(
R
8
B
B
o
E
t
o
E

E
S
F
)

ロ
お
)
」
は
国
家
と
教
会
の
分
離
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
示
し
て
以
来
、
諸

(2) 

判
決
は
、
便
宜
供
与
主
義
�
 

印
日
)
よ
り
も
、
分
離
主
義
�
 (
g日
U
P
E
t
s
E
U
)
を
強
調
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
分
離
主
義
の
概
念
を
支
え
て
き
た
多
く
の
文
化
的
、
政
治
的
諸
状
況
は
、
過
去
二

0
年
間
の
聞
に
著
し
く
浸
蝕
さ
れ
て
き
て

お
り
、
最
高
裁
も
、
こ
の
流
れ
に
従
い
、
中
立
性
の
概
念
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
離
主
義
の
立
場
か
ら
便
宜
供
与
主

(3)

義
の
立
場
に
急
旋
回
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
最
高
裁
に
お
け
る
国
教
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
判
例
理
論
の
展
開
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
立
性
の
概
念
を
射
程
に

置
き
な
が
ら
、
便
宜
供
与
主
義
の
も
つ
意
味
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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主宗教法第iき努 (2000) 
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S
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ぬ
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と
5
若
宮
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防
虫
思
議
、
酬
の
伊
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、
旬
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例
お
お
札
�
 

〉
器
開
制
門
戸
�
 

品

ニ申き)山� 

認
可
民
営
伶
戸
、
お
句
、
宮
内
句
、
0
3声
、
《
刷
、
詰
刃
向
。
記
号
、
�
 

当
防
災
�
 
廿

3
3師
会
�
 
旬、、� 

噌
�
 

臼
-
少

ω
おき� 
〈
回
答
叫

γ

〈

3
)
待。� 

〈

μ
官
官
・
叫
�
 

ふ義
3
お
じ
さ
5
0
¥
伝
室
、
2
ぬ
�
 

ロ
話
、
タ
由
同
�
 

・
4
〈

E
Z
-
γ
幻
門
戸
同
信
号
�
 

臼
�
 

返品〉� 
仙
仙
柑
刷
、
「
ア
メ
リ
カ
品
目
家
鐙
に
お
け

る
『
図
教
組
狭
山
仏
条
項
」
解
釈
の
再
窓
式
化
を
め
ぐ
っ
て
」
創
価
大
学
比
較
文
化
研
究
第
八
巻
一
一
災
以
下
(
一
九
九
二
年
コ

分
離
主
義
の
機
関

一
九
四
七
年
、
ニ
ユ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
終
が
教
毘
学
校
の
生
徒
の
パ
ス
黛
を
公
金
か
ら
殺
に
償
還
す
る
こ
と
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た

(1) 

阿
古
均
的
。
ロ
タ
同
�
 
え
丸
山
手
智
弘
5
2
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
問
教
禁
止
条
項
に
体
系
的
解
釈
を
加
え
て
い
る
が
、
修
正
第
一
条
の

(ug S
N
3

霊
史
的
形
成
遇
税
の
分
析
を
過
し
て
次
の
よ
う
な
解
釈
煤
壌
を
示
し
て
い
る
。
法
懇
意
見
を
書
い
た
の
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
で
あ
る
。

同
判
事
は
、
修
正
第

条
の
歴
史
的
形
成
議
殺
の
分
析
を
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
解
釈
原
理
を
示
し
て
い
る
。

E

ジ
ェ
!
ム
ス
・
マ
デ
イ
ソ
ン
は
、

一
七
八
五
年
に
パ
�
 ジ
ニ
ア
で
議
会
が
争
認
教
会
を
援
助
す
る
た
め
の
課
税
を
更
新
し
よ
う
と
し

H
3i

ECS2
3
M
g

M
N
μ
0
2
4
2

-NUHt

け

〉

」

令

た
と
き
、
「
宗
教
的
査
定
に
対
す
る
党
惑
さ
と
抗
議
(
宮
四
日
�
 

ゐ
お
さ
5
口
田
守
護
詰
〉
君
!
凶
器
二
凶
作
円
弱

3
5
〉印伯母

書
い
た
が
、
そ
の
中
で
殺
は
、
雄
弁
に
も
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
笈
ハ
の
宗
教
は
、
法
の
援
助
を
必
要
と
し
な
い
。
信
仰
者
で
あ
ろ

う
と
無
告
知
者
で
あ
ろ
う
と
す
べ
て
人
は
、

い
か
な
る
穏
類
の
宗
教
間
体
に
対
し
て
も
そ
の
援
助
の
自
治
の
た
め
に
課
税
さ
れ
て
は
な

N
P ω

E
Z
w
g

-Fe

ら
・
な
い
。
人
々
の
最
大
の
関
心
事
は
、
人
の
心
は
常
に
完
全
で
告
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
残
酷
な

(
2

U

〉

迫
害
は
、
政
府
の
合
認
宗
教
の
不
可
避
の
帰
結
で
あ
る
。
�
 

NM

g
g
g

F
Z
R
-
s
u
-
S

-240-



九
六
二
年
の
閉
口
�
 

分緩主義の放理能と4':ili笠瑳言語(藤泊)

n
E
∞議IJ 高

国
教
禁
止
条
項
は
、
少
な
く
と
も
以
下
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
州
政
府
の
み
な
ら
ず
合
衆
出
政
府
は
、
教
会
を
公
認
し

て
は
な
ら
ず
、
特
定
の
宗
教
又
は
す
べ
て
の
宗
教
そ
援
助
し
若
し
く
は
他
の
議
教
に
対
し
て
一
京
教
を
優
先
す
る
法
律
令
制
定
し
て
は

な
ら
な
い
。
両
政
府
は
、
人
の
意
思
に
一
反
し
て
教
会
へ
参
列
す
る
よ
う
又
は
参
列
し
な
い
よ
う
強
制
約
し
た
り
影
響
を
互
認
す
こ
と
は
で

き
ず
、
宗
教
に
対
す
る
搭
鍔
又
は
不
倍
加
押
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。
何
人
も
、
宗
教
的
信
念
又
は
不
欝
仰
を
心
に
抱
き
或
い

し
た
理
由
で
若
し
く
は
教
会
へ
参
列
し
又
は
欠
席
し
た
現
由
で
処
罰
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
金
額
の
多
少
を
鰐
わ
ず
、
税
金
は
、
宗
教

活
動
又
は
そ
の
機
関
を
援
助
す
る
た
め
に
た
と
え
そ
の
活
動
が
ど
の
よ
う
な
名
称
で
呼
ば
れ
或
い
は
い
か
な
る
形
態
に
お
い
て
宗
教
を

教
え
実
践
す
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
賦
議
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
政
府
は
、
公
黙
と
又
は
極
桜
に
い
か
な
る
宗
教
的
組
織
活
し
く

は
毘
体
の
事
項
に
関
与
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
し
て
ま
た
逆
も
関
様
で
あ
る
。
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
修
正
第

(3) 

教
会
と
鴇
家
の
間
に
「
分
離
の
繁
一
�
 2
4々
山
口
え
関
与
君
主
芯
ロ
)
」
を
打
ち
建
て
る
こ
と
を
意
聞
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

条
は
、

そ
の
後
、
最
高
裁
は
、
公
立
学
校
の
祈
祷
を
め
ぐ
る
事
件
に
教
会
と
踏
家
の
厳
格
分
離
の
深
刻
を
適
用
し
て
い
る
。
宗
派
に
偏
し
な

い
州
教
育
委
員
会
作
成
の
祈
祷
丈
を
公
立
学
校
の
毎
日
の
姶
業
時
に
斉
唱
さ
せ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
到
の
弘
前
聞
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た

ma〈
�
 '
5
g
-

(4) で
、
宗
派
に
備
し
な
い
祈
祷
は
合
憲
で
あ
る
と
の
主
張
に
対
し
て
、

、
マ
デ
イ
ソ
ン
の
「
同
凡

の
権
威
は
、
防
様
の
務
換
さ
を
も
っ

書
き
と
抗
議
」
を
引
用
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
他
の
宗
教
会
排
除
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
樹
立
し
得
る
問

〈
�
 

5〉

て
あ
ら
ゆ
る
他
の
宗
派
を
排
除
し
、
キ
リ
ス
ト
教
能
の
特
定
の
宗
派
を
樹
立
し
得
る
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
翌
六
三
年
、

会
立
学
校
の
毎
日
の
始
業
時
に
聖
書
朗
読
令
要
求
す
る
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
〉
笠
ロ
m
F
O
B

∞

(6) 

・目的仲・

思
惑
で
は
、
厳
格
分
離
の
理
論
に
依
拠
す
る
の
み
な
ら
ず
、
中
立
性
の
際
獲
を
導
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
前
提
に
立
っ
て
、
最

n
y

4
・
�
 -241-

す 裁
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長信教法第 19号 (2船 0) 

Q
N
N

S

源
或
い
は
世
俗
的
教
科
の
教
宵
の
た
め
の
参
考
と
し
て
の
み
使
用
し
得
る
と
判
示
し
て
い
る
。
イ
ザ
ブ
�
 

・
�
 プ
教
授
は
、
こ

れ
ら
学
校
の
祈
祷
事
件
は
、
分
離
主
義
を
強
力
に
政
治
的
文
化
の
中
に
吹
き
込
ん
だ
が
ゆ
え
に
、
同
刊
誌
3
0可
判
事
件
に
お
け
る
観
念
的
墜

史
構
築
よ
り
は
る
か
に
重
要
で
あ
り
、
そ
し
て
、
教
会
�
 間
家
関
係
を
広
く
行
き
わ
た
っ
た
公
の
抗
議
と
議
会
政
治
の
材
料
に
造
り
上

(苦〉

げ
た
と
批
評
し
て
い
る
。

(
閉
山
)

そ
の
後
、
も
っ
ぱ
ら
宗
教
的
目
的
の
た
め
に
淘
い
ら
れ
る
財
産
の
免
税
の
会
議
建
が
争
わ
れ
た
巧
�
 

・
寸
言
。
�
 

仲
間
的
芯
ロ
で
、

右
免
税
措
撃
は
、
宗
教
に
対
す
る
許
さ
れ
な
い
州
の
宗
教
へ
の
援
助
と
な
る
と
の
主
張
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
、
「
免
税
は
、
教
会
と

間
家
と
の
間
の
最
小
銭
度
の
立
つ
間
関
接
的
な
か
か
わ
り
合
い
令
生
む
に
す
に
す
ぎ
な
い
。
:
:
:
そ
れ
は
、
教
会
と
国
家
の
関
の
財
政
上

i

(
日
)

の
関
係
を
制
限
し
、
品
々
が
他
方
か
ら
隣
離
さ
せ
る
望
ま
し
い
分
離
を
完
全
な
も
の
に
し
、
強
化
す
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

一
九
七
一
年
、
教
会
系
の
初
等
及
、
ぴ
中
等
学
校
の
世
俗
的
教
科
の
教
師
の
人
件
費
及
び
教
材
費
を
公
金
か
ら
学
校
に
償
還
す
る
こ
と

を
規
定
し
た
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
法
及
、
び
ロ

i
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
法
を
違
憲
と
し
た

z
g
o
m
タ
同
百
円
�
 
お
で
、
最
高
裁
は
、
防
庁
言
号
、

判
決
及
び
ぞ
�
 判
決
で
展
開
さ
れ
た
国
教
禁
止
条
項
分
析
を
言
い
換
え
て
、

一
一
分
段
テ
ス
ト
を
渓
関
す
る
の
仰
向
テ
ス
ト
の
下
に
お
い

て
は
、
法
律
は
、
第

に
世
俗
的
立
法
話
的
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
二
に
そ
の
主
要
な
又
は
基
本
的
効
果
は
宗
教
を

助
長
す
る
も
の
で
も
抑
圧
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
法
律
は
、
宗
教
に
対
す
る
政
府
の
過
衰
の
か
か
わ
り
合
い
を

助
長
し
て
は
な
ら
ず
、
過
援
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
は
利
益
を
受
け
る
組
織
の
性
格
夏
、
び
問
的
、
制
川
が
与
え
る
援

(S) 

〈
日
)

助
の
性
質
、
そ
し
て
政
府
と
宗
教
関
体
と
の
間
に
結
果
と
し
て
生
ず
る
関
係
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
去
ら
な
い
。
本
件
に
お
い
て
最

m
w
M
N
4

N
H
H

高
裁
は
、
川
町
む
ま
�
 
判
決
、
旬
、
何
時
内
判
決
で
牒
関
さ
れ
た
分
離
主
義
の
見
解
を
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
先
例
は
剤
の
宗
教
と
の
か
か
わ
り

〈
け
叫
)

合
い
や
日
禁
止
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
政
府
と
宗
教
を
完
全
に
分
離
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
。
し

か
し
、
宗
教
活
動
へ
の
関
家
援
助
、
財
政
的
支
援
お
よ
び
積
極
的
か
か
わ
り
合
い
に
関
し
て
境
界
線
が
引
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

o
g
g

1
H
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げ
巾
吋
閉
め

臼
�
 

分磁気畿の放棄とやlZt:生理論(藤田} 

(
8
V
L

E
C
-
U

C
-
-
m
W
A
W
-

o
h
u

p
g
m
w
c
s
g
E
2
4
f

「
久
保
�
 昨
日
時
品
'

W

宮
・
司
君
主
主
是
認
。
霊
祭
�
 
会
雪
ミ
氏
。
号
、
�
 

担
�
 

∞
品
二
信
叫
{
}
〉
・
�
 

U

H

m

H

0
4
F
F

C

W
C

wm

C
-

〈
�
 

3
〉

」

「

礼

的

戸

時

�

 

由
(
《
副
都
�
 

沼
市
川
お
伶
河
口
�
 一
品
切
〈
戸
〕
宕
件
。
品
川
�
 

山
�
 

出・� 

(

4

)

U

W

J

可申� 

)
h
w

c
h
-
M
O

(
草
 

吋
品
�
 

臼
〈
…
ゅ

8γ 

E~

(
7〉

�
 

札

岱

片

�

 

(
A
3
)

叫

(
刊
糾
)
臼
申
吋

(
l
)

判
示
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
、

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
適
用
は
、
�
 
定
�
 
判
決
に
お
け
る
テ
ス
ト
よ
り
も
後
退
し
て
い
る
に
せ
よ
、

M
W

3
h
u
h
u

(
川
代
〕

線
的
に
は
分
離
主
義
涼
則
前
を
貫
く
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ル
プ
教
授
は
、
内
泳
三

3
判
決
を
評
し
、
分
離
主
義
者
の

ピ
ジ
ョ
ン
を
実
行
す
る
た
め
の

般
的
な
学
理
的
枠
組
そ
う
ち
た
て
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
宗
教
を
促
進
す
る
政
府
活
動
の
み
な
ら
ず

宗
教
団
体
と
著
し
く
相
互
に
作
用
す
る
活
動
の
禁
止
を
含
む
す
べ
て
の
場
面
に
対
し
て
隣
教
禁
止
条
項
を
五
分
散
テ
ス
ト
の
中
で
捕
ら

え
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
喝
さ

し
た
と
論
じ
て
い
る
。

S
判
決
は
、
分
離
主
義
が
宗
教
条
項
裁
判
の
指
導
的
立
場
安
保
持
す
る
こ
と
を
約
束

(
河
川
)

d
M ブ

ラ
ッ
ク
マ
ン
判
事
は
、

国
教
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
訴
訟
を
審
理
し
て
き
た
が
、
専
問
機
料
品
に
よ
る
祈
祷
を
も
っ
て
議
会
を
開
会
す
る
γ、
�
 

の円、� 
2
4・ぜ〈念的� 

の
河
童
意
晃
の
山
?
で
、

九
七
一
年
以
降
最
高
殺
は
、
�
 

件
に
の

判
決
で
展
開
さ
れ
た
基
本
的
原
黙
に
依
拠
し
て
判
決
し
て
き
で
い
る
と
主
張
し
て
�
 p
a
t
s
H
P

(
M
m
)
 

九
九

H
M
M
g

c
w
w

件
を
除
い
て
ト
喝
さ

h
w
d
c
h
a
M

〈議品� 
1
吋

)

�

 

F
2
)
h
k
s
m
w

けニ� 
8
3・

C
e
'

K

H

M

}

(

-

的
�
 

也
市
山
日
)
・
�
 

(
5
)

同
九
%
お
酌

M
M
M
 

(
A
N
W
C
C
2
R

玄
�
 

-
A
H
m
r
-

Mmw

念品

な
ω崎
市
�
 

叫
師
)
�
 

R
r
o
w-m

5
0
3
m

g
s
y

ぷ
命
答
申
コ
乱
世
己
図
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�
 

勾

内
�
 

・
幻
出
〈
・
付
制
夕
刊
ど
(
]
喧
恒
三
・
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i

レ
ー
ガ
ン 

ブ
ッ
シ
ュ
時
代
の
宗
教
条
項
の
展
開
は
、
宗
教
と
政
府
間
の
境
界
を
画
す
る
司
法
政
策
か
ら
の
後
退
を
反
換
し
、

C
-

(
日
児
)
岱
昌
一
山

∞
・
出
コ
(
}
也
申
同
)
・

(
げ
)
品
出
口

W
C
'∞・
4
mお
(
山
由
抑
制
)
・

g-uF

Z
Q
3
0

-
m
M
U

件
。
申 

昨

自
白

泥
沼
〈
・
∞ 

2宗教法第19~予(2ωQ) 

lf 121311 
iぎた議写
会� wゑ� c 弘

(
お
)
回
、

品
ノ
と
中
立
牲
の
謀
躍
を
用
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
を
お
め
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
分
離
主
義
的
解
釈
原
理
に
拠
っ
て

つ
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
に
対
す
る
批
判
が
最
高
裁
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
、
少
な
く
と
も
五
裁
判
官
(
ホ
ワ
イ
ト
、
オ
コ
ナ
、

法
積
極
主
義
」
を
経
罵
に
お
い
や
る
総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
展
開
は
、
分
離
主
義
の
綾
史
、

原
理
的
構
造
お
よ
、
び
公
的
生
活
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
に
期
間
す
る
核
心
的
前
提
と
い
っ
た
す
べ
て
の
磁
に
お
い
て
、

〈 

3
〉

撃
へ
と
連
繋
し
て
い
く
の
で
あ
る
、
と
ル
プ
教
授
は
‘
支
援
す
る
。

句作色、

(
刊
ゆ
)
阿
き
戸
須
合
的
尽
き
・ 

8叩 

へ
の
攻

九
八

0
年
代
に
入
る
と
、
最
高
裁
の
大
勢
は
、
厳
格
分
離
の
立
場
を
離
れ
、
便
宜
供
与
主
義
の
解
釈
原
理
を
強
調
す
る
ア
プ
ロ

-
p
g
N
2
8
3
.

i:全部初公

暴言戸惑が
告のω.  M 

50p 議
使
貨
供
与
主
義
の
台
頭

ヨア とう� 
gF 


C
m-
印
吋
叫
"
仇
抑
制

・ 

M
r

W
w

P
W
3
3
M
M

品
議
官 
均

き 

の
父
母 

忠告!
足 。
匂室
主。�  

E3 

33 

1i 

えと
さ� TJ 
z、手l
，、筒

、え� g 

5757 
v>も
に お

司。�  
mγ '"'" 
 三E 

C 
円ー

江 EE
句、� ... 

TJ C 
a 
g.f 
:;.. t"' 

完=む
と君
。~ 

~ s'? 

~ ; 
<.. R' 

5戸
U 

E 
ち

←
九回

百喜
ても 「

尽� E 
F害� 
I:l ~ 
T号、
言電
号 室主

「きi

-244ー



分興住友殺の放棄と中 JL性滋論(産量 EBl

怒
っ

レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
、

(
2〉

理
論
を
激
し
く
批
判
し
、
ジ
ぶ
ブ
ア
ソ
ン
の
「
分
離
の
墜
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
「
誤
解
を
招
く
隠
峨
」
と
呼
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
誤
っ
た
憲
法
史
の
理
解
に
恭
づ
い
て
正
し
い
憲
法
綴
獲
を
構
築
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

て
国
教
禁

止
条
項
の
解
釈
原
理
に
は
、
ほ
ほ
囲

0
年
間
に
一
日
一
っ
て
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
の
誤
解
を
招
く
臨
時
燃
が
明
ら
か
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ジ
エ

フ
ア
ソ
ン
は
、
分
離
を
強
力
に
信
じ
て
い
た
が
、
修
正
第

条
に
彼
の
意
晃
は
具
体
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
憲
法
修
正
が
合
衆
部
議
会

を
通
過
し
、
諸
錦
が
こ
れ
を
批
准
し
た
持
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
援
の
ダ
ン
ベ
リ 

パ
プ
テ

ス
ト
教
会
宛
の
手
紙
は
、
合
衆
国
議
会
が
修
正
案
を
通
過
さ
せ
た
後
の

四
年
後
に
し
た
た
め
ら
れ
た
寛
容
に
関
す
る
綬
い
手
記
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
修
正
第

条
の
意
味
に
関
し
、
客
観
的
寵
俊
一
小
者
に
と
っ
て
は
、
当
時
の
牒
史
の
理
想
的
な
情
報
源
と
は
な
っ
て
い
な
い
と

み
え
る
で
あ
ろ
う
。

i
-

ス
カ
リ
ア
お
よ
び
ケ
ネ
デ
ィ
の
各
裁
判
官
〉
が
出
向
テ
ス
ト
の
修
正
又
は
放
棄
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

レ
1
ン
ク
ィ
ス
ト
首
席
判
事
は
、
垣
内
じ 
S
8
4・
宮
町
内
吋
毒
の
反
対
意
見
の
出
?
で
、
同 

判
決
の
中
で
接
関
さ
れ
た
分
離
友
義
の

2
3
S

i

「パ
 

ジ
ニ
ア
告
教
自
由
法
い
制
定
の
語
い
に
彼
と
共
に
加
わ
っ
た
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
権
利
賀
設
恕
箪
に
あ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を

こ
の
点
に
お
い
て
彼
は
合
衆
霞
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
し
、
第

議
会
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
議
員
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

z
z
m
g
m

ジ
ぶ
フ
ア
ソ
ン
よ
り
も
強
み
を
持
っ
て
い
た
と
い
‘
え
る
。
し
か
し
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
の
麓
擦
な
設
献
を
含
む
悶
教
禁
止
条
項
の
憲
法
へ
の

採
択
に
導
く
第

議
会
の
議
事
録
を
調
べ
て
み
る
と
、
高
度
に
単
純
化
さ
れ
た
「
関
家
と
教
会
と
の
郊
の
分
離
の
壁
」
よ
り
も
遥
か
に

異
な
っ
た
当
該
条
壌
の
目
的
に
隣
ず
る
状
詑
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
線
か
に
マ
デ
イ
ソ
ン
は
、
パ 

ジ
ニ
ア
で
は
強
く
分
離
を

主
張
し
て
は
い
る
が
、
修
正
第
一
条
が
連
邦
レ
ベ
ル
で
分
離
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
と
意
開
削
し
て
は
い
な
い
の

マ
デ
イ
ソ
ン
の
考
え
か
ら
し
て
彼
が
、
修
正
を
題
定
宗
教 

〉
の
樹
立
の
禁
止
お
よ
び
宗
派
閥
同
の
差
別
防
止
に

i

向
け
ら
れ
た
も
の
と
見
倣
し
て
い
た
こ
と
は
、
争
う
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
に
宗
教
と
非
宗
教
と
の
問
の
中
立
牲
を
要
求

O 
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宗教法第19号(21倒的

な
し当

ラ
ス
判
事
が

2
8
m

〈
ωさ
�
 
∞∞

刊
誌
事
件
の
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
の
法
廷
意
見
は
、

マ
デ
イ
ソ
ン
と
ジ
ぷ

N
W
2
3
0

し
て
い
る
も
の
と
は
見
倣
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
能
っ
て
、

フ
ア
ソ
ン
が
自
分
た
ち
の
燃
で
パ
�
 
i
ジ
ニ
ア
一
恒
例
教
自
由
法
の
制
定
に
努
力
し
た
と
い
う
点
で
は
正
し
い
が
、
�
 マ
デ
ィ
ソ
ン
が
最
終
的
に
�
 

Z

V
A
?

Z
2

i

(4)

権
利
宣
言
と
な
る
車
案
を
提
出
し
た
際
に
こ
れ
ら
の
見
解
を
下
院
に
持
ち
込
ん
だ
と
す
る
点
は
、
完
全
に
誤
り
で
あ
る
。

1
・
�
 

号印� 

の
区
ロ
�
 (5)

八
々
離
主
義
が
優
位
な
立
場
に
あ
っ
た
一
九
八

0
年
代
以
前
に
お
い
て
は
、
品
取
高
裁
は
、
政
府
後
援
の
宗
教
的
展
京
、
成
い
は
学
校
外

の
政
府
後
援
の
祈
祷
に
関
す
る
事
件
そ
処
理
し
て
は
来
な
か
っ

し
か
し
、

ネ
プ
ラ
ス
カ
州
議
会
が
そ
の
会
期
を
析

祷
を
も
っ
て
開
会
す
る
し
き
た
り
を
合
憲
と
し
た
本
件
事
件
は
、
新
た
な
問
問
教
禁
止
条
項
解
釈
の
始
ま
り
を
暗
示
す
る
料
決
で
あ
る

法
廷
意
見
を
勢
い
た
パ
!
ガ
�
 首
席
判
事
は
、
「
二
百
年
を
趨
す
娃
う
余
地
が
な
く
且
つ
問
磁
の
な
い
援
史
に
照
ら
し
て
、
祈
祷
を

も
っ
て
議
会
の
会
期
間
を
間
開
会
す
る
慣
行
は
、
我
々
の
社
会
機
構
の
一
部
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
法
律
の
制
定
を
委
長
さ
れ
て
い
る
公
的

機
関
に
お
い
て
神
の
導
き
を
祈
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、
宗
教
の
吋
樹
立
』
若
し
く
は
樹
立
へ
の
第

歩
と
な
る

も
の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
こ
の
臨
の
人
々
の
期
間
に
広
く
抱
か
れ
て
い
る
信
条
の
寛
容
な
る
承
認
に
す
ぎ
な
い
。
ダ
グ

九

c

N
o
g
n
Y
4
・2
ぉ

5
3
〈泣い� C
-

ω
c
a
(

(
S

・∞
�
 
お
お
む
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
我
々
国
民
は
、
そ
の
制
震
が
至
高
の
存
在

〉

を
蔀
援
と
す
る
宗
教
的
関
誌
な
の
で
あ
る

本
判
決
は
、
歴
史
的
邸
内
外
の
法
理
会
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
許
し
得
る
使
笈
供
与
を
レ
モ
ン
�
 テ
ス
ト
で
設
定
さ
れ
た
限
界

e

会
越
え
て
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
例
外
は
、
最
高
裁
の
国
教
禁
比
条
項
の
解
釈
原
理
を
変
形
す
る
た
め
の
幾
分

限
定
さ
れ
た
法
理
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
惑
は
分
離
主
義
を
姫
否
し
た
の
で
は
な
く
、
織
に
そ
れ
を

状
況
下
に
限
定
し
た
に
す
ぎ

〈?〉

い
得
る
。
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分書量点殺の放3転と旅立経理論{藤田)

l
a
n
v

袈

H
H
n
F
4

2
・問、可� 

・ロ� 

{8) 

同
岡
崎

O

M
m
L
q

九
八
四
年
、
本
件
事
件
で
、
最
高
裁
は
、

リ
ス
マ
ス
の
接
訴
の
や
に
市
所
有
の
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
綴
り
物
・
ク
レ
ッ
シ
ユ

(口 

と
を
絞
り
入
れ
る
こ
と
は
、
問
教
禁
止
条
項
に
抵
触
し
な
い
と
判
明
示
し
た
。
パ
�
 ガ
�
 首
席
判
事
は
、
法
廷
意
見
の
や
で
レ

i

モ
ン
・
テ
ス
ト
を
採
用
し
た
も
の
の
、
務
史
的
積
行
を
会
問
に
打
ち
出
し
て
当
該
牒
示
を
合
憲
と
し
た
の
で
あ
る
。

g

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
訟
事
件
ご
と
に
線
引
き
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
い
か
な
る
題
定
化
さ
れ
た
状
流
無
視
の
準
黙
を
作
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
線
引
き
に
あ
た
っ
て
当
法
廷
は
、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
た
。

も
っ
と
も
当
法
廷
は
、
か
か
る
微
妙
な
問
題
鎖
減
に
あ
っ
て
は
単
一
的
テ
ス
ト
乃
至
判
断
恭
準
に
限
定
す
る
こ
と
に
は
不
同
意
で
あ
る

て
き
て
い
る
。

い
か
な
る
活
動
と
い
え
ど
も
、
そ
の
宗
教
的
構
成
要
素
に
の
み
焦
点
を
あ
て
る
な
ら
ば
、
不
可
避
的
に
問
教
禁
止
条
項
の
下
で
無
効

と
な
る
。

、
確
か
に
立
法
又
は
政
府
行
為
を
そ
れ
ら
が
世
俗
的
目
的
を
欠
く
と
い
う
理
由
で
無
効
と
し
て
は
き
た
が
、
ぞ
れ

ら
が
完
全
に
宗
教
的
考
慮
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
の
み
無
効
と
し
て
き
だ
の
で
あ
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
の
本
節
と
い
う
状
況
の
で
か
ら
本
件
を
審
理
し
た
場
合
、

ク
レ
ッ
シ
ユ
を
展
示
山
内
容
に
含
め
た
こ
と
は
、
あ
る
種

の
枇
村
山
尽
の
宗
教
上
の
メ
ッ
々
�
 ジ

へ
の
巧
み
な
政
府
の
擁
護
を
述
べ
る
た
め
の
意
図
的
又
は
内
々
の
試
み
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
は
証


拠
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
窃
か
で
あ
る
。
多
元
的
社
会
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
機
没
、
び
目
的
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ロ
!
ド
ア
イ
ラ
ン
ド


i

l

州
ポ
�
 タ

ケ
ッ
ト
市
は
、
西
洋
社
会
で
長
い
間
に
一
白
一
っ
て
祝
福
さ
れ
て
き
た
議
繋
な
…
歴
史
的
宗
教
行
事
に
も
っ
ぱ
ら
注
目
し
て
き
た
の

で
あ
り
、

ク
レ
ッ
シ
ユ
は
国
民
の
休
�
 と

し
て
長
い
間
認
め
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
行
楽
の
歴
史
的
起
諜
を
表
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
援

一
ぶ
は
休
自
を
祝
福
し
、
休
日
の
起
源
を
表
す
た
め
に
当
該
市
に
よ
っ
て
援
助
さ
れ
た
・
も
の
で
あ
り
、
正
当
な
世
俗
的
目
的
と
い

法
廷
意
見
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
宗
教
的
休
日
で
あ
る
と
同
時
に
文
化
的
な
そ
れ
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
降
誕
の
図
は
休
日

ψ
h
v
o
 

9
V
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(U) 

l
F
2
4

の
文
化
的
範
囲
内
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
考
え
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
本
判
決
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
法
廷
意
見
が
レ

l

モ
ン
・
テ
ス
ト
の
有
用
性
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
微
妙
な
問
題
領
域
に
お
い
て
は
一
様
な
テ
ス
ト
又
は
審
査
基
準
は
採
用
す
る
こ
と
が

(
日
)

で
き
な
い
と
し
て
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
放
棄
の
シ
グ
ナ
ル
と
な
っ
た
こ
と
、
及
、
び
オ
コ
ナ
判
事
が
同
意
意
見
の
中
で
新
た
に
独
立
し
た

国
教
禁
止
条
項
原
則
の
焦
点
と
な
る
エ
ン
ド
l
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
(
閏

E
2
8
5
8て吋� 
け
)
を
展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。

エ
ン
ド
�
 ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
は
、
オ
コ
ナ
判
事
に
よ
れ
ば
、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
目
的
及
び
効
果
分
肢
を
部
分
的
に
改
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
当
該
テ
ス
ト
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
テ
ス
ト
の
下
で
は
、
政
府
行
為
は
、

二
段
階
審
査
の
分
肢
を
満
た

E
2
8

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
目
的
分
肢
に
類
似
す
る
第
一
の
審
査
基
準
は
、
政
府
の
主
観
的
意
図
に
焦
点
を
あ
て
、

「
政
府
が
宗
教
へ
の
エ
ン
ド
�
 ス
メ
ン
ト
又
は
否
認
�
 

司『。� 
S])
の
メ
ツ
セ
ジ
を
伝
達
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
か
否
か
」

l

を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
効
果
分
肢
に
類
似
す
る
第
二
の
審
査
基
準
は
、
政
府
行
為
の
客
観
的
効
果
に

焦
点
を
あ
て
、
政
府
行
為
が
実
際
に
政
府
に
よ
る
宗
教
の
エ
ン
ド
�
 ス
メ
ン
ト
又
は
否
認
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
か

否
か
を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
つ
の
基
準
の
一
方
が
積
極
的
に
解
さ
れ
た
な
ら
ば
、
当
該
政
府
行
為
は
違
憲
で

(
日
)

あ
る
、
と
す
る
に
あ
る
。

g

(ロ)

オ
コ
ナ
判
事
は
、
こ
の
テ
ス
ト
を
宅
見
守
ミ
判
決
の
同
意
意
見
の
中
で
更
に
精
密
化
し
て
い
く
が
、
ノ
ン
・
エ
ン
ド
ス
メ
ン
ト
原


(
日
)


則
は
、
分
離
主
義
に
取
っ
て
代
わ
る
指
導
的
役
割
を
果
た
す
も
の
と
し
て
支
持
さ
れ
、
�
 一
九
八
九
年
の
の
。
�
 々

え

匡

]
0
$
0
3
4
・


〉
の
「
巴
の
法
廷
意
見
の
中
で
採
用
さ
れ
て
い
く
。

3
・
巧
と
�
 

・白山町内『由。
(
日
)
 

E

本
件
に
お
い
て
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
全
公
立
学
校
の
全
学
年
の
担
任
教
師
が
一
分
以
内
の
「
黙
想
又
は
自
発
的
祈
祷
」
の
た
め
に
�
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m) C-mw

の 沈
黙
の
時
簡
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
る
皆
規
定
し
た
「
一
九
八

年
ア
ラ
パ
マ
邦
法
(
〉 

凸 

口
出
伶
広 

・ 

∞
毛
ヤ
同
お
と
に

れ
た
。

g
B
2

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
判
事
が
書
い
た
法
延
窓
見
は
、
分
離
主
義
の
立
場
に
立
ち
戻
り
、

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
目
的
分
肢
を
適
用

し
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る

G

修
正
第
一
条
は
、
法
律
が
宗
教
を
促
進
す
る
と
い
う
話
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
無
効
と

J
n
o
P
2
3
3
m

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
本
件
に
こ
の
目
的
テ
ス
ト
を
当
て
桜
め
た
場
合
、
「
政
府
の

の 

的
が
宗
教

を
エ
ン
ド
!
ス
メ
ン
ト
す
る
に
あ
る
か
否
か
又
は
否
認
す
る
に
あ
る
か
ど
う
か
い
を
審
査
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
(
ど
ロ
与
・

旗印 

・
5
2
0
{
0・の

 

・臼
 

円
)
)
。
本
件
訴
訟
記
録
か
ら
一
九
八

の
制
定
は
、
世
俗
的
自
的
に
動
穫
づ

け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、

i

同
法
は
、
世
俗
的
時
間
的
を
も
た
な
い
の
で
あ
る 

法
案
提
案
審
の 

・ホ

ム
ズ
は
、
立
法
目
的
は
会
立
学
校
に
自
発
的
祈
祷
を
再
び
取
り
一
一
決
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
議
挙
鎌
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
ま
た
鮒
自
体
も
、

i

い
か
な
る
世
俗
的
目
的
の
誌
拠
も
提
出
し
て
い
な
い
。
公
立
学
校
へ
祈
祷
を
取
り
渓
そ
う
と
す
る
立
法
議
開
は
、
勿
論
始
業
時
か
ら
終

で
の
授
業
待
問
中
の
適
切
な
沈
黙
の
聞
に
自
発
的
祈
祷
を
行
う
会
生
徒
の
権
利
を
燃
に
保
護
す
る
こ
と
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て

(
日

い
る
。
オ

コ
ナ
判
事
は
、
そ
の
同
意
見
の
中
で
、

エ
ン
ド 

ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
亙
す
る
。


ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
教
会
と
踏
家
は
、
必
然
的
に
判
的

の
共
日
間
体
内
で
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
共
存
の
放
に
政
府


r
h
p

の
世 
ω対
的
利
益
と
稜
々
の
宗
派
及
、
び
そ
の
支
持
者
の
宗
教
的
利
益
が
し
、
ば
し
ば
交
差
し
、
衝
突
し
そ
し
て
結
び
つ
く
の
は
ど
う
し
て
も

O

不
可
避
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
表
関
上
世
俗
的
利
益
を
促
滋
す
る
法
律
は
、
し
ば
し
ば
宗
派
信
部
を
援
助
し
又
は
妨
げ
る
と
い
う
付
謎

的
若
し
く
は
主
要
で
す
ら
あ
る
効
巣
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
法
律
が
指
数
禁
止
条
項
の
下
で
無
効
・
と
さ
れ
る
な
ら

G

ば
、
結
果
と
し
て
混
乱
状
惑
が
生
一
と
て
当
然
で
あ
る
。
エ
ン
ド 

ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
は
、
致
府
が
宗
教
令
承
認
す
る
こ
と
又
は
法
律

'
M
a
N
0
H

(

E

D

i

249 




i

宗教法第 19号 (2∞0)

i
i

制
定
及
び
政
策
決
定
に
宗
教
を
考
廉
に
い
れ
る
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
当
該
テ
ス
ト
は
、
政
府
が
宗
教
又
は
特
定
の
宗
教

的
信
念
が
奨
励
さ
れ
、
著
し
く
は
優
先
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
途
し
、
或
い
は
缶
速
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
エ
ン
ド 

ス
メ
ン
ト
は
、
非
信
奉
者
の
信
教
の
自
治
を
侵
仙
台
す
る
。
と
い
う
の
は
、
政
府
の
権
力
、
威
信
及
び
財
政
援
助
が
特

定
の
京
教
的
議
念
の
背
後
に
確
信
さ
れ
た
場
合
、
優
勢
な
公
的
に
承
認
さ
れ
た
宗
教
に
従
う
よ
う
に
と
の
宗
教
的
少
数
者
に
対
す
る
間

(
げ
)

接
的
な
強
制
問
、
圧
迫
が
明
自
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

レ
モ
ン
#
テ
ス
ト
の
厳
絡
適
用
は
、

般
に
適
用
さ
れ
る
政
府
義
務
か
ら
宗
教
の
遵
法
者
を
免
徐
す
る
立
法
を
無
効
も
ど
す
る
。
か
か

る
立
法
は
、
宗
教
の
自
白
な
活
動
を
促
進
す
る
点
に
お
い
て
宗
教
的
問
的
及
び
効
果
を
有
す
る
。
他
方
、
宗
教
の
告
由
な
活
動
の
促
進

会
問
的
的
と
す
る
す
べ
て
の
立
法
は
、

に
国
教
禁
止
条
項
令
侵
害
す
る
。
宗
教
に
期
間
す
る
い
か
な
る
法
律
も
、
自
由
な
活
動
の
権
利

へ
の
エ
ン
ド 

ス
メ
ン
ト
と
見
倣
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

つ
の
宗
教
条
項
の
い
ず
れ
も
、
も
し
、
論
理
的
極
端
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た

な
ら
ば
、
他
方
と
衝
突
す
る
方
向
へ
と
向
か
う
。
最
高
裁
判
所
は
、
長
い
開
に
買
っ
て
こ
の
衝
突
を
宗
教
に
対
ナ
る
政
府
の

を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
態
化
さ
せ
て
き
た
。
政
府
は
時
と
し
て
宗
教
の
遵
法
者
に
別
の
状
況
で
は
、

一
般
に
適
用
さ
れ
る
義
務
を

免
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
自
由
な
活
動
条
項
に
吋
完
全
な
る
中
立
性
」
概
念
を
適
合
さ
せ
る
の
は
、
困
難
で
あ
る
。
利
援
を

明
か
に
宗
教
的
ベ
ー
ス
に
付
与
す
る
政
府
は
、
も
は
や
宗
教
に
対
し
て
中
立
で
は
な
い
。

宗
教
条
項
簡
の
衝
突
を
解
決
す
る
に
は
、
中
立
性
に
そ
れ
そ
求
め
る
の
で
は
な
く
し
て
‘
む
し
ろ
宗
教
の
自
由
な
活
動
そ
促
進
す
る

政
府
許
可
に
対
す
る
実
行
可
能
な
制
約
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
る
。
自
由
・
な
活
動
条
項
の
文
替
は
、
宗
教
の
自
由
な
活
動
を
禁
止
す
る

法
稼
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
文
題
上
当
該
条
項
は
、
政
府
の
自
由
な
活
動
へ
の
介
入
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

宗
教
の
自
由
な
活
動
に
政
府
が
諜
し
た
負
担
を
取
り
除
い
た
場
合
に
当
該
条
項
の
髄
値
を
埠
友
す
る
と
ま
こ
と
し
や
か
に
主
張
さ
れ
る
。

あ
る
法
律
が
こ
の
カ

リ 

に
含
ま
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
碁
議
と
な
る
問
問
教
禁
止
条
項
テ
ス
ト
は
し
か
る
べ
く
修
正
さ
れ
な
け
れ 
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ス
メ
ン
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
に
際
し
て
、
裁
判
所
は
、
「
客
観
的

観
察
者i

o

ぜ
な
ら
な
い 

法
律
の
明
白
な
白
部
が
、
政
府
が
課
す
負
担
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
-
そ
挺
進
す
る
こ
と
に
あ
る
場
合
、
単
に

O
Z
2

世
俗
的
目
的
を
審
査
す
る
の
は
不
誠
実
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
最
潟
裁
判
所
は
、
か
か
る
法
律
の
宗
教
的
目
的
は
、
自
由
な
活
動
条

項
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
法
律
の
効
巣
を
評
価
す
る
に
際
し
て
、
す
な
わ
ち
法
律
が
宗
教
又

は
特
定
の
宗
教
的
憶
念
の
エ
ン
ド
l

(
C
立
公
立
主 

〈
冊
『
)
」
は
自
由
な
活
動
条
項
凌
ぴ
当
該
条
項
が
梶
進
す
る
価
穣
を
知
っ
て
い
る
と
仮
定
寸
べ
き
で
あ
る
。

従
っ
て
、
宗
教
的
遵
法
者
が
特
定
の
政
府
の
饗
求
を
免
除
さ
れ
る
と
い
う
個
人
的
認
知
又
は
壊
り
は
、
自
闘
な
活
動
条
項
が
強
力
に
当

o
n

ヘ
れ
る

該
免
除
を
支
持
す
る
な
ら
ば
、
ほ
と
ん
ど
重
要
視
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
戸
%
。

レ 

ン
ク
イ
ス
ト
判
事
は
、
そ
の
…
反
対
意
見
の
中
で
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
に
対
し
て
過
酷
な
詩
情
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
レ
モ

ン
・
テ
ス
ト
の
目
的
分
肢
は
、
非
常
に
不
問
明
瞭
で
あ
り
、
有
効
な
後
俗
的
法
律
で
す
ら
無
効
と
す
る
。
こ
の
分
肢
が
、
宗
教
を
援
助
す

る
と
い
う
定
ま
っ
た
立
法
目
的
に
基
づ
い
て
為
さ
れ
る
宗
教
施
設
へ
の
媛
助
を
無
効
と
す
る
た
め
に
意
鑓
さ
れ
る
と
す
る
-
な
ら
ば
、
当

J

該
分
股
は
立
法
機
関
が
枇
浴
的
目
的
を
述
べ
、
ま
た
宗
教
へ
の
援
助
に
つ
い
て
も
何
も
一
一
一
…
附
設
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
何
に
つ
い
て
も
奔


難
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
法
律
の
合
憲
性
は
、
立
法
者
が
立
法
史
に
特
を
挟
む
か
、
そ
し
て
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
立
法
者


が
何
を
除
外
す
る
か
に
依
拠
す
る
結
楽
に
な
る 

的
分
肢
が
、
た
だ
立
法
者
に
絞
俗
的
目
的
を
表
明
す
る
よ
う
制
対
語
し
て
い
る
な
ら


ば
、
明
言
さ
れ
よ
う
が
さ
れ
ま
い
が
、

ほ
と
ん
ど
の
法
律
は
、
す
べ
て
の
法
律
の
背
後
に
あ
る
諸
問
的
の
一
つ
が
そ
の
日
続
的
全
般
に
援


助
す
る
に
あ
る
が
故
に
作
用
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
誌
、
目
的
分
肢
が
、
表
間
関
さ
れ
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
宗
派
施
設
へ


の
援
助
の
意
思
が
な
い
こ
を
饗
請
す
る
と
す
れ
ば

か
か
る
領
域
に
お
け
る
州
法
は
自
抽
出
分
般
を
パ
ス
し
な
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
我
々

が
既
に
支
持
し
て
き
た
宗
教
へ
の
幾
つ
か
の
鮒
援
助
を
取
り
消
す
よ
う
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
か
か
わ
り
合
い
分
肢
は

教
段
学
校
へ
の
緩
劫
の
事
例
に
解
決
で
き
な
い
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
提
供
す
る
。
も
つ 
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言宗教法君事ぬ号(2000)

i


i


ば
ら
宗
教
的
目
的
に
の
み
使
用
さ
れ
る
教
会
財
産
に
つ
い
て
の
免
税
事
件
の
ご
と
き
ケ
1
ス
に
お
い
て
は
、
教
会
と
組
問
と
の
簡
の
か
か

わ
り
会
い
の
顕
避
は
積
一
一
要
な
繋
素
と
な
る
が
、
か
か
わ
り
合
い
の
分
肢
が
学
校
援
助
に
適
用
ぢ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
自
動
的
方
法
で
、

あ
ら
ゆ
る
州
と
教
会
と
の
関
係
に
適
用
さ
れ
た
な
ら
ば
、
州
は
財
政
援
助
の
受
領
条
件
と
し
て
教
会
関
係
施
設
に
何
も
要
求
で
き
な
く

l
g

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
菌
難
な
間
踏
は
、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
が
修
正
第
一
条
の
膝
史
に
そ
の
根
拠
づ
け
を
墾
か
な
い
が
故
に
生
ず

る
問
題
な
の
で
あ
る
。

I

オ
コ
ナ
判
事
は
、
国
教
禁
止
条
壌
の 

的
は
、

の
方
法
で
政
治
的
共
同
肉
体
内
の
個
人
の
地
設
に
関
連
す
る
宗
教
に
政
府
が
執

こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン 

-
G
-
ゲ
イ
教
授
は
、

エ
ン
ド
!
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
を
次
の
よ
う
に
批

判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

エ
ン
ド 

ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト

問
問
題
点
は
、
オ
コ
ナ
判
事
が
一
度
に

つ
の
方
向
に
註
意
を
向
け

る
国
教
禁
止
条
項
基
準
を
理
論
構
成
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
に
あ
る
。
オ
コ
ナ
判
事
は
、
教
会
と
用
出
家
と
い
う
分
離
と

い
懇
法

的
~
伝
統
を
認
め
る
と
同
時
に
、
宗
教
に
対
す
る
州
の
利
益
付
与
を
一
定
レ
ベ
ル
で
過
農
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
条
件
に
認
め
て
い
る
。
オ

N
C

コ
ナ
判
事
は
、
密
教
禁
止
条
項
解
釈
を
分
離
主
義
者
の
用
い
る
沼
一
誌
で
表
現
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
厳
密
・
な
分
離
が
よ
い
こ
と
で
あ

る
と
は
確
信
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
祈
祷
を
も
っ
て
議
会
令
開
催
す
る
慣
行
は
特
定
の
宗
教
的
信
念
の
エ
ン
ド 

ス
メ
ン
ト
の
メ
ツ

セ 

ジ
を
法
漆
し
な
い
か
ら
合
憲
で
あ
る
と
し
て
い
る
(
〉
出
品
宮
ミ
・
主 

・ω・
巳 

8
0
2
(
c
d
o雲
南
晴
子
口
S
2
3
2ぬ
)
〉
。
州

の
宗
教
活
動
が
長
期
間
存
在
す
れ
ば
エ
ン
ド 

ス
メ
ン
ト
の
印
象
は
否
定
さ
れ
る
と
い
う
見
解
は
、
ム
オ
コ
ナ
判
事
が

ベ
ル
の
継

続
的
な
州
の
宗
教
と
の
結
合
を
許
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
教
会
と
語
家
の
結
合
は
、
そ
れ
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
境

界
線
を
越
え
た
場
合
に
の
み
一
辞
さ
れ
な
い
エ
ン
ド
!
ス
メ
ン
ト
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
客
観
的
観
察
者
い
を

エ
ン
ド 

ス
メ
ン
ト
に
混
入
し
た
こ
と
は
、
オ
コ
ナ
判
事
が
分
離
主
義
原
黙
に
も
っ
ぱ
ら
優
柔
不
断
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
理
解
を
補
強
す
る
。
オ
コ
ナ
判
事
は
、
客
観
的
観
察
者
を
政
治
的
多
数
者
の
宗
教
と
州
を
結
び
つ
け
る
あ
ら
ゆ
る
政
府
行
為

i
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第的
な
メ
ツ
セ

に
対
す
る
憲
法
上
の
抜
歪
権
を
宗
教
的
少
数
者
に
付
与
ナ
る
の
を
閥
避
す
る
た
め
に
考
案
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
客
観
的

縮
問
察
審
を
宗
教
的
少
数
者
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

に
不
適
切
に
鋭
敏
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
実
質
的
に
は
、
宗
教
的
少
数
者
の
保
護
を
少
数
者
の
宗
教
的
自
治
侵
害
で
訴
え
ら

(鈎〉

れ
る
正
に
多
数
者
の
判
断
に
基
づ
か
せ
て
い
る
。

更
に
、
罰
教
禁
止
条
項
に
関
す
る
本
件
反
対
意
見
に
お
け
る
レ

中
立
性
に
関
し
て
従
米
と
ま
っ
た
く
根
本
的
に
異
な
っ
た
着
想
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
最
高
裁
判
決
に
多
か
れ
少
な
か

れ
、
章
一
大
な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

N
・
レ
ド
リ
ッ
ヒ
教
授
は
、
本
側
判
決
は
牢
い
意
味
に
お
い
て
一
九
間
七
年
以
降
国
教

(
例
以
)

紫
止
条
項
解
釈
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
を
導
い
て
来
た
基
礎
的
原
理
を

j

エ
ン
ド
!
ス
メ
ン
ト
基
準
は
、
宗
教
的
少
数
者
へ
の
政
府
行
為
の
影
響
力

ン
ク
ィ
ス
ト
判
事
の
新
た
な
解
釈
基
準
は
、
分
縦
、
便
宜
供
与
、

偽
考
察
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
う
た
と
評
し
て
い
る
が
、
か
か

a

る
意
味
に
お
い
て
、
本
判
決
は
、
国
教
禁
止
条
項
解
釈
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
決
の
一
つ
の
時
代
を
題
す
る
判
決
だ
と
い
え
よ
う
。

_.司0z 
p:> 
b寸� 

4 

吋
ぞl>
ド剛.� 

r一、� 

g怨

本
件
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
、

九
六
五
年
初
等
・
中
等
教
育
法
」
第

の
計
画
の
下
で
市
内
の
教
区
学
校
で
不
利
な
境

遇
の
生
殺
の
治
療
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
公
立
学
校
の
正
規
の
教
員
、

カ
ウ
ン
セ
ラ 
i
、
心
理
学
者
、
精
神
科
医
、
ソ 

シ
ヤ
ル
ワ
i
カ

に
対
し
て
達
邦
資
金
か
ら
給
与
を
支
払
う
こ
と
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
泰
件
で
あ
る
の

九
八
近
年
、
最
高
裁
は
、
教
育
が
教
区
学
校

内
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
顕
教
禁
止
条
項
を
侵
世
一
目
す
る
と
し
た
が
、
分
離
主
義
に
対
す
る
批
判
が
ま
す
ま
す
痛
烈
と
な
っ
て
い
る
。

j

い
た
ブ
レ
ナ
ン
判
事
は
、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
第

エ
ン
ド 
l
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
の
婆
潔
を
取
り
入
れ
、

に
援
助
は
圧
倒
的
に
宗
派
的
環
境
の
下
で
提
供
さ
れ
て
お
り
、
第
二
に
援
助
が
教
師
と
い
う
形
で
提
供
さ
れ
て
い
る
が
故
に
宗
教

ジ
を
伝
え
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
継
続
的
な
監
視
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
公
的
機
関
に
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M
M

P
ω
ω
c
c
-

i


-

M (
2
5
E

よ
る
か
か
る
教
区
学
校
に
お
け
る
全
面
的
監
督
は
、
明
ら
か
に
過
度
の
か
か
わ
り
合
い
の
禁
止
め
根
幹
の
と
こ
ろ
で
国
教
禁
止
条
項
の

i

(
山

ω)

追
い
求
め
る
価
値
を
間
被
害
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
パ
�
 
1
ガ
�
 、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
、
オ
コ
ナ
、
ホ
ワ
イ
ト
の
冬
判
事
が
反
対
意
見
を
書
い
て
い
る
が
、
中
で
も
パ
|

ガ

1
首
席
判
事
は
、
そ
の
反
対
意
見
の
や
で
、
法
廷
意
見
は
本
件
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
誘
引
さ
れ
る
相
瓦
の
影
響
が
い
か
に
閲
教
禁

止
条
演
の
根
底
に
あ
る
鏑
僚
の
脅
威
に
な
る
か
を
立
証
し
て
は
い
な
い
。
宗
教
学
校
の
生
徒
に
本
件
の
よ
う
な
奉
仕
を
蕊
定
す
る
こ
と

が
我
々
を
公
定
教
会
�
 

苔
え

か
ら
保
護
す
る
た
め
の
中
立
的
行
為
で
あ
る
と
す
る
考
え
は
、
論
理
、
経
験
設
い
は

…
俊
史
に
そ
の
支
持
を
持
ち
あ
わ
せ
て
は
い
な
い
。
お
一
法
廷
が
誇
り
と
し
て
い
る
中
立
性
を
示
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
宗
教
及

び
教
会
が
後
綾
す
る
学
校
に
通
学
す
る
子
供
達
へ
の
敵
怖
心
を
誇
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。

(go-gg

、
レ
�
 
ン
ク
イ
ス
ト
判
事
が
一
部
同
意
す
る
反
対
意
見
の
中
で
、
オ
コ
ナ
判
事
は
、
本
件
第
一
表
題
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
宗
教
的

5
的
及
、
び
采
教
を
助
長
す
る
効
断
水
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
と
強
設
し
た
後
、
法
廷
意
見
が
拠
っ
て
立
っ
た
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
第

一
分
肢
基
準
に
は
続
出
同
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
法
廷
の
信
教
禁
止
条
項
に
関
す
る
諸
判
決
に
見
ら
れ
る
矛
盾
の
多
く
は
、


正
当
な
目
的
及
、
び
効
果
を
も
っ
教
限
援
助
計
画
が
、
な
お
不
当
な
か
か
わ
り
合
い
に
よ
っ
て
無
劫
で
あ
る
と
す
る
当
法
廷
の
主
張
に
そ


の
原
因
が
帰
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
制
問
え
ば
、
教
室
学
校
へ
の
パ
ス
輸
送
費
用
の
穣
還
は
合
憲
と
し
た
�
 

・印� 

0
5
〈
・
閉
山
。
印
吋
ハ
問
。
内


関
与
�
 凸
印
位
。
�
 

∞

)
が
、
教
宮
学
校
の
見
学
旅
行
に
パ
ス
令
州
が
提
供
す
る
こ
と
は
生
徒
を
引
準
寸
る
教
区
の
毅
員
に


対
す
る
掛
川
の
渇
撲
の
監
督
を
含
む
と
い
う
理
由
で
無
効
と
し
た
�
 

〈・

会
ω
口
・
伊
�
 N
N
ゆ
{
早
ゴ
)
)
。
当
法
誌
の
国


教
禁
止
条
項
に
関
す
る
判
部
に
見
ら
れ
る
変
則
的
な
結
果
は
、
大
部
分
、
こ
の
か
か
わ
り
合
い
分
鼓
に
そ
の
療
関
が
帰
闘
す
る
の
で
あ


(M)

る
。
「
制
定
法
が
、
宗
教
を
促
進
し
、
又
は
是
認
す
る
目
的
悲
し
く
は
効
采
を
欠
く
場
合
、
私
は
、
当
該
制
定
法
が
教
会
と
悶
家
の
筒

M
W
4
2

に
何
等
か
の
継
続
的
協
出
向
を
要
講
し
、
或
い
は
鰐
の
基
金
が
宗
教
を
鑓
進
し
な
い
よ
う
州
の
鞍
替
を
要
議
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
み
�
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E
H
(
H
S
H
)
) Z

2
4

(
お
)

を
も
っ
て
当
該
制
定
法
を
無
効
と
は
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

B
E

(
お
) 

5
・
当
日
仲 

・
者 

ロ
君
。
ロ
ロ 

宮・
 

0同∞ 

0
2
2
2
同 

仏

私
立
の
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
通
学
す
る
目
の
不
自
由
な
学
生
が
、
「
ワ
シ
ン
ト
ン
州
歳
入
法
典
(
者 

・見 

2
・凸
 

・
5
・ 

o

」
に
よ
り
職
業
訓
練
の
た
め
の
財
政
的
援
助
申
請
を
ワ
シ
ン
ト
ン
州
盲
人
委
員
会
に
拒
否
さ
れ
た
本
件
事
件
に
お
い
て
、

最
高
裁
は
、
援
助
が
直
接
的
に
宗
教
学
校
に
支
払
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
財
政
的
援
助
を
行
う
こ
と
は
国
教
禁
止
条

項
違
反
に
な
ら
な
い
と
判
決
を
下
し
た
。

マ
ー
シ
ャ
ル
判
事
は
、
そ
の
法
廷
意
見
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

2
F
O
E
S

国
教
禁
止
条
項
は
、
宗
教
的
機
関
へ
の
あ
ら
ゆ
る
公
金
支
出
を
禁
じ
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
州
が
そ
の
従
業
員
に
給
料
を
支
払
い
、

(
C
E

そ
の
従
業
員
が
給
料
の
全
額
又
は
そ
の
一
部
を
宗
教
的
機
関
に
寄
付
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
憲
法
が
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で


あ
る
。
他
方
、
州
は
、
現
金
で
あ
ろ
う
と
現
物
で
あ
ろ
う
と
、
援
助
の
目
的
が
州
か
ら
の
宗
教
学
校
へ
の
直
接
的
な
補
助
金
の
そ
れ
で


あ
る
場
合
は
、
宗
教
学
校
へ
の
援
助
を
認
め
ら
れ
な
い
の
で
る 

ロ
仏
河
内

6
E∞∞口 

}MOo-
恩
師
可
片
仲 

4・
∞
巴 

-Lac-∞

品)。



援
助
は
、
そ
れ
が
生
徒
又
は
両
親
へ
の
援
助
の
形
式
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
右
に
述
べ
た
効
果
を
も
ち
得
る
。
本
件
に
お
い
て
、
学
生


へ
の
財
政
的
援
助
が
、
仮
定
で
述
べ
た
給
料
の
寄
付
或
い
は
直
接
的
な
援
助
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
が
、


本
件
訴
訟
記
録
に
拠
る
限
り
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
計
画
の
下
で
提
供
さ
れ
る
職
業
訓
練
の
援
助
は
、
学
生
に
直
接
支
払
わ
れ
る
の
で
あ


り
、
当
該
学
生
は
自
ら
の
選
択
に
基
づ
い
て
当
該
補
助
金
を
教
育
機
関
に
転
用
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
最
終
的
に
は
宗
教
団
体
に
流
出
す


g
v

る
本
件
計
画
の
下
で
の
提
供
さ
れ
る
す
べ
て
の
援
助
は
、
援
助
受
取
人
の
純
粋
に
独
立
し
且
つ
私
的
な
選
択
の
結
果
以
外
の
な
に
も
の

で
も
な
い
。
本
件
計
画
は
、
「
利
益
を
受
け
る
機
関
の
宗
派
的
|
非
宗
派
的
、
又
は
公
的
|
私
的
性
質
に
関
係
な
く
一
般
的
に
利
用
で

orhrz

J
E
S



宗教法務i寺号(2000)

〈の
 

o
g
B
M仲 

Z
o
r
H
句 

ぴ
日
付
開
〈
古

g
t
oロ
宮
門
目
見
叩
】
山
側 

MM

ユ可

F
O
E
E
Z

4
・
2
三
三
由
グ
品
目
白
戸
∞
二
三
三
日
+
∞ 
u-
ロ・

 

8
)
の
で
あ
っ

て
、
決
し
て
宗
教
に
向
か
っ
て
斜
傾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
件
に
お
い
て
、
援
助
が
個
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
宗

教
教
育
を
支
援
す
る
決
定
は
個
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
州
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
。

原
告
が
、
自
ら
の
宗
教
教
育
の
費
用
支
払
い
の
助
け
の
た
め
に
中
立
的
に
利
用
可
能
な
烈
の
援
効
を
利
用
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
と

(
幻
)

い
う
だ
け
の
事
情
は
、
宗
教
に
対
す
る
州
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
判
事
は
、
そ
の
開
意
意
克
の
中
で
「
私
は
、
州
が
私
立
学
校
又
は
そ
の
生
徒
に
援
助
の
提
供
す
る
場
合
、

る
と
す
る
当
法
廷
の
判
決
は
、
国
教
禁
止
条
項
を
誤
っ
て
解
釈
し
て
お
り
、
公
共
の
利
議
に
危
容
を
な
す
も
の

と
述
べ
、
密
教
禁
止
条
項
の
持
つ
意
味
を
さ
ら
に
希
薄
化
さ
せ
て
い
る
。

6
.
M
C

M

凶 

需
品
目 

〈
・
出
〈
担
問
丘
三 

nr
(
お
)

十
伎
の
妊
娠
を
取
り
巻
く
複
雑
な
捌
問
題
に
青
年
が
対
処
す
る
援
助
と
し
て
彼
ら
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
及
び
そ

CHang

提
伎
町
を
目
的
と
す
る

〉円山

教
団
体
を
含
む
種
々
の
公
私
の
非
営
利
自
体
に
連
邦
助
成
金

〉
吋
円
、
〉

ロ・ω・む

仲

了
、
:
。

t
し
ナ 
h

-
h
v
u
w
O
O
N

〈 

∞

こ
は
、

M
m
w

N
)

吋

九
ノL

一
丹
、
納
説
者
、
牧
師
茨
び
ユ

て
訴
訟
を
捷
認
し
た
。

ダ
ヤ
会
議
の
間
体
は
、

て、へ
の
援
助
と
の
関
係
で
文
面
上
無
効
、
適
用
上
無
誌
の
区
別
に
依
拠 九

は
文
部
上
関
教
禁
止
条
項
を
佼
官
官
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
掲
示
し
た
上
で
、

に
す
る
た
め
、
連
邦
地
方
裁
判
所
に
事
件
を
差
し
戻
し
た
。
ま
た
、
最
高
裁
は
、
媛
妹 

し

、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
令
違
躍
し
、 

A
F
L
A
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A
F
L
A

l

模
糊
と
し
た
「
極
め
て
宗
派
的
色
彩
の
強
い
団
体
�
 

宮
2
2
2己
可
�
 8
2
m
5
2
5
2
E
E
F
Oロ
)
」
へ
の
直
接
的
援
助
と
な
る
か
否

l

か
に
よ
っ
て
国
教
禁
止
条
項
侵
害
と
な
る
と
す
る
新
た
な
解
釈
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
条
項
侵
害
と
な
る
可
能
性
を
狭
く
し

て
い
っ
て
い
る
。
レ
�
 ン
ク
イ
ス
ト
首
席
判
事
が
、
法
廷
意
見
を
書
い
て
い
る
。

は
、
法
律
の
文
面
か
ら
し
て
全
体
的
で
な
い
に
し
て
も
正
当
な
世
俗
的
目
的
|
|
十
代
の
性
的
特
質
、
妊
娠
及
び
親
子

-
E
Z
ω
)

関
係
に
よ
っ
て
生
ず
る
社
会
的
、
経
済
的
諸
問
題
の
排
除
と
減
少
化
ー
ー
が
動
機
と
な
っ
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。
�
 

は
、
宗

教
団
体
の
み
な
ら
ず
、
家
族
構
成
員
、
慈
善
団
体
、
任
意
団
体
及
、
び
そ
の
他
の
私
的
分
野
に
お
け
る
団
体
の
援
助
協
力
を
え
る
こ
と
に

(HZ

A
F
L
A
制
定
時
の
連
邦
議
会
の
事
実
上
の
目
的
が
、
�
 「
宗
教
を

よ
っ
て
同
法
の
目
的
達
成
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

エ
ン
ド
�
 

E
H

(ω)

ス
メ
ン
卜
す
る
」
と
い
う
目
的
に
あ
っ
た
と
の
証
拠
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。

文
面
上
中
立
的
で
あ
る
法
律
で
あ
っ
て
も
、
「
宗
教
的
に
密
接
な
関
連
の
あ
る
団
体
(
吋
∞
-FmHog-可
民
�
 

仏
�
 5
2
E
E
H
O
E
)
」
へ

A
F
L
A

の
直
接
的
な
政
府
援
助
は
、
宗
教
を
促
進
す
る
と
い
う
主
要
な
効
果
を
も
た
な
い
と
保
障
す
る
の
に
常
に
注
意
深
く
あ
ら
な
け
れ
ば
な

Z

ら
な
い
が
、
直
接
的
な
政
府
援
助
が
主
要
な
効
果
を
も
っ
一
つ
の
方
法
は
、
か
か
る
援
助
が
「
極
め
て
宗
派
的
色
彩
の
強
い
団
体
」
に


行
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
当
法
廷
は
、
出
�
 
〈
・
冨
ロ
�
 
巳
吋
(
台
�
 ω巴
・
∞
・
斗
�
 2
2
2
ω
)
)
で
、
「
通
例
、
援
助
は
、


宗
教
が
非
常
に
浸
透
し
て
い
る
が
た
め
に
団
体
の
実
質
的
部
分
が
宗
教
上
の
任
務
に
包
摂
さ
れ
る
団
体
に
行
わ
れ
る
場
合
、
宗
教
を
促


進
す
る
主
要
な
効
果
を
有
す
る
」
(
足
�
 

と
判
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
法
律
が
そ
の
文
面
上
宗
教
を
促
進
す
る
不
当
な
効
果


を
有
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
に
は
、
当
該
法
律
が
政
府
援
助
を
「
極
め
て
宗
派
的
色
彩
の
強
い
団
体
」
に
向
け
て
い
る
か
否
か
及
び


そ
の
程
度
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
に
お
い
て
、
�
 

の
文
面
上
、
連
邦
基
金
の
か
な
り
の
部
分
が
か
か
る
団
体
に


歳
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
は
な
ん
ら
存
在
せ
ず
、
実
際
、
直
接
的
な
援
助
を
受
け
る
か
か
る
団
体
の
実
質
的
危
険
性
が
存
在


(
幻
)

E
S
Z

す
る
と
の
主
張
は
、
文
面
上
中
立
的
な
補
助
金
要
求
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
。

A
F
L
A



宗教法務 19~予 (2∞0)

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
過
衰
の
か
か
あ
り
合
い
分
肢
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
た
多
く
の
ケ

ス
は
、
教
涯
学
校
へ
の

媛
場
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
。
例
え
、
は
、
〉

ac-m・山

g
E

msrw『
〈
・
匂
冊
目
ぢ
ロ
(
品 

思
翠
)
)
に
お
い
て
、
当
法
廷
の
過
説
の
か
か
わ

ち
か
口
い
の
認
定
は
、
大
部
分
、
援
助
を
受
け
る
初
等
亙
び
中
等
学
校
が
緩
め
て
宗
派
部
稔
彩
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
及
び
実

震
的
問
的
と
し
て
宗
教
上
の
価
値
蒸
準
を
教
化
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た

二
九
三
会
主
。
本
件
に
お
い
て
、
補
助
金
を
受
け
取
る
宗
教
関
体
が
、
当
法
議
が
教
区
学
校
に
関
し
て
判
決
を
下
し
た
と
向
緩
の
意

cose

味
合
い
に
お
い
て
、
緩
め
て
宗
派
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
推
定
す
る
に
足
る
何
ら
の
理
由
も
見
出
だ
怒
れ
な
い
。
そ
れ
放
に
、

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
徹
麗
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
本
件
監
督
は
、
政
府
が
宗
教
に
密
接
な
関
連
が
あ
る 

の
被
授
与
者
の
日
々

の
生
活
に
不
当
に
介
入
す
る
と
の
懸
念
に
は
理
由
が
存
夜
せ
ず
、
課
健
・
社
会
福
祉
長
官
に
よ
る
被
授
与
者
の
計
酒
饗
資
或
い
は
政
府

i

職
員
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
事
務
所
訪
問
と
い
っ
た
本
件
監
督
は
、
少
な
く
と
も
極
め
て
宗
派
的
色
彩
の
強
い
閉
体
へ
の
補
助
金
を
認
め
る

(
制
記
〉

同
法
と
の
関
係
に
お
い
て
過
度
の
か
か
わ
り
合
い
に
還
し
て
い
る
と

い
難
い
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
マ
判
事
は
、
そ
の
反
対
意
見
(
ブ
レ
ナ
ン
、

マ
ー
シ
ャ
ル
、
ス
テ
ィ 
i
ブ
ン
ズ
の
各
判
事
が
向
調
)
の
ゆ
で
、
法
廷
意
見

が
「
極
め
て
宗
滅
的
税
彩
の
強
い
間
体
」
基
携
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
最
高
裁
判
所
が
、
直
接
的
な
援
助
を
無
効
と
し
て
き
た
多
く
の

判
例
法
体
系
を
無
視
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
最
高
数
料
判
所
が
宗
教
に
管
接
に
関
連
す
る
団
体
を
含
む
私
立
大
学
へ
の
援
飴
支
出
を
合
意
と
し


{
ね
)


て
き
た
限
ら
れ
た
創
作
携
に
依
拠
す
る
方
向
へ
と
導
い
て
い
く
と
も
の
で
あ
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。


8
N
(

(
泌
) 

A
F
L
A

7
・
ω
0
0
『
与
え
関
門
凶 

芯
何
回
え
垣
間
間
付
加
い
を 

∞口
 

7

・
〈
・
認
待
問
窓
口
出

i

連
邦
の
財
政
的
援
助
を
受
け
、
制
限
的
オ
!
プ
ン
・
フ
ォ 

ラ
ム
を
も
っ
公
立
の
中
等
学
校
は
、
言
論
の
宗
教
的
、
政
治
的
、
哲
学

的
或
い
は
そ
の
他
の
内
容
に
基
づ
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
平
等
利
用
又
は
公
平
な
機
会
を
禁
止
し
、
或
い
は
蓋
制
約
す
る
こ
と
は
不
法
で
あ 

258一
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は る
と
定
め
れ
/
二
九
八
四
年
の
「
平
等
利
用
法

開
門
阿
国
色
〉
�
 

田
〉
円
グ
�
 N
o
d
-
∞・の� 

品
。
コ
ム
ミ
品
)
」
が
、
公
立
中
等
学
校
が
生

徒
の
宗
教
ク
ラ
ブ
の
学
内
で
の
集
会
を
禁
止
す
る
も
の
か
ぶ
ぬ
か
が
争
わ
れ
た
本
件
事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
開
法
を
文
額
上
も
適

用
上
も
国
教
禁
止
条
項
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
り
オ
コ
ナ
判
事
が
法
廷
意
見
を
書
き
、
八
人
の
判
事
が
部
門
識
し
、
ス

テ
イ
ー
ブ
ン
ズ
判
事
が
反
対
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

l

オ
コ
ナ
判
判
事
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
一
に
、
京
教
を
是
認
す
る
政
府
議
論
と
一
言
論
の
自
由
設
び
に
信
教
の
自
由
な
活
動
条
項
が
保
障
す
る
宗
教
を
是
認
す
る
私
的
な
言

の
間
関
に
は
、
決
定
的
な
相
違
が
あ
り
、
中
等
学
校
の
生
徒
は
、
学
校
が
生
徒
の
一
選
論
を
是
認
し
又
は
支
援
し
て
い
る
の
で
は
な
い

こ
と
そ
現
解
す
る
に
充
分
に
成
熟
し
て
る
。
第
一
一
に
、
平
等
利
用
法
は
、
明
・
自
に
学
校
職
員
が
集
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
制
限
し
、
あ

ら
ゆ
る
集
会
が
按
業
時
間
外
に
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
競
走
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
徒
は
無
理
な
く
学
校
職
闘
の
ク
ラ

nnS

ブ
承
認
が
宗
教
的
世
間
論
の
エ
ン
ド
�
 ス
メ
ン
ト
と
い
う
よ
り
や
立
性
を
は
っ
き
り
表
わ
す
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
一

に
、
本
件
学
校
に
お
け
る
公
的
に
承
認
さ
れ
る
成
い
範
額
の
生
徒
ク
ラ
ブ
没
び
生
徒
が
さ
ら
な
る
ク
ラ
ブ
を
組
織
す
る
こ
と
が
自
由
で

あ
る
と
い

、
い
か
な
る
考
え
ら
れ
得
る
宗
教
へ
の
公
的
な
エ
ン
ド

i
ス
メ
ン
ト
又
は
優
先
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
中
和
す
る
。

i

第
四
に
、
本
件
法
律
に
よ
れ
ば
監
督
生
は
、

い
か
な
る
宗
教
集
会
に
も
参
加
し
得
ず
、
ま
た
学
外
人
は
生
徒
団
体
の
活
動
を
指
示
し
、

-
h
v

い
は
そ
れ
に
京
競
に
決
汐
加
し
得
な
い
。
さ
ら
に
、
同
法
は
、
宗
教
集
会
へ
の
学
校
の
援
助
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と

、
い
か
な
る
か
か
る
集
会
を
助
長
し
、
指
導
し
、
ま
た
は
そ
れ
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、

{おザ

進
度
の
か
か
わ
り
合
い
分
肢
に
違
背
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ス
カ
リ
ア
判
事
が
同
調
す
る
悶
意
意
見
の
ゆ
で
、
ヶ
、
ネ
デ
ィ
判
事
は
、
エ
ン
ド
�
 ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
の
字
義
ど
お
り
の
適
用
は
、

名
良
上
は
や
立
性
を
結
果
す
る
が
、
問
問
題
が
政
府
と
伺
等
か
の
宗
教
的
優
先
を
表
明
す
る
考
と
の
適
切
な
関
係
で
あ
る
場
合
、
事
実
上
�
 

F
h
u
 



宗教法第 19号 (2000)

敵
偏
心
を
結
果
す
る
と
し
て
、
右
テ
ス
ト
を
批
判
し
、
強
制
(
口 

ロ
)
テ
ス
ト
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
判
事
に
よ
れ

(
お
)

ば
、
強
制
に
関
す
る
審
査
は
、
宗
教
活
動
に
参
加
す
る
生
徒
に
対
し
て
政
府
が
強
制
を
課
す
か
否
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ケ
ネ
デ
ィ
判
事
の
い
う
強
制
テ
ス
ト
は
、

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
に
反
映
さ
れ
る
国
教
禁
止
条
項
の
解
釈
原
理
は
宗
教
に
対
す
る
敵
慌
心

(
幻
)

と
合
衆
国
の
歴
史
と
先
例
に
対
す
る
敵
慌
心
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
。

0
5
4
0同
〉
口
団
関
宮
ミ 
4
・
〉
の
「
白
に
お
け
る
同

判
事
の
一
部
同
意
、

一
部
反
対
意
見
の
中
で
展
開
さ
れ
、

一
九
九
二
年
の
「
2
4・4
〈 

(
お
)

で
法
廷
意
見
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
判
事
は
、
先
例
か
ら
二
つ
の
限
定
的
原
理
が
明
ら
か
に
な
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
何
人
に
対
し
て
も
い
か

な
る
宗
教
又
は
そ
の
活
動
を
支
持
す
る
よ
う
、
或
い
は
関
与
す
る
よ
う
強
制
し
得
ず
、
第
二
に
政
府
は
、
事
実
上
州
の
宗
教
又
は
宗
教

的
教
義
を
樹
立
す
る
程
度
に
至
る
宗
教
に
対
し
て
利
益
を
与
え
得
な
い
の
で
あ
る
。
二
つ
の
原
理
は
異
な
る
が
、
関
連
の
な
い
も
の
で

2
2
Z

は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
州
樹
立
の
教
義
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
実
質
的
利
益
を
供
与
す
る
た
め
の
課
税
、
道
奉
へ
の
直
接
的
強
制
又

は
事
実
上
改
宗
に
繋
が
る
宗
教
的
な
も
の
へ
の
政
府
の
勧
誘
と
い
っ
た
多
か
れ
少
な
か
れ
何
等
か
の
強
制
の
手
段
な
く
し
て
宗
教
を
樹

立
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
最
近
の
幾
つ
か
の
先
例
で
は
、
強
制
は
国
教
禁
止
条
項
侵
害
の
唯
一
の
基
準
で
あ
る
と
す

る
考
え
を
拒
否
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
強
制
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
起
草
者
た
ち
が
知
っ
て
い
た
宗
教
の
樹
立
と
い
う
古

s
m
B
S

典
的
意
味
に
お
け
る
直
接
強
制
が
意
味
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
り
で
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
強
制
は
、
宗
教
へ
の
援
助
の


た
め
の
直
接
課
税
又
は
就
任
宣
誓
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
宗
教
教
義
の
象
徴
的
承
認
ま
た
は
便
宜
供
与
は
、
極
端
な
事
例
の
場
合
国
教


(
拘
)

禁
止
条
項
侵
害
と
な
り
得
る
。

か
か
る
見
解
を
展
開
す
る
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
の
基
本
的
立
場
は
、
宗
教
へ
の
便
宜
供
与
、
承
認
及
び
援
助
は
、
合
衆
国
の
政
治
的
且
つ

文
化
的
伝
統
の
一
般
に
容
認
さ
れ
た
属
性
で
あ
り
、
国
教
禁
止
条
項
は
、
宗
教
を
承
認
し
又
は
援
助
す
る
い
か
な
る
行
為
を
も
回
避
す

る
よ
う
政
府
に
要
求
す
る
よ
り
も
、
宗
教
が
ア
メ
リ
カ
社
会
の
中
で
果
た
す
中
心
的
役
割
を
承
認
し
、
又
は
便
宜
供
与
す
る
こ
と
に
お 
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け
る
政
府
の
何
等
か
の
富
市
民
の
範
期
間
を
容
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
没
紀
に
入
り
、
現
代
行
政
関
家
が
市
長
生
揺
に
多
様

な
方
法
で
譲
触
し
、
国
家
出
口
体
の
計
麗
を
通
し
て
市
民
の
財
政
的
選
択
を
如
何
け
議
す
よ
う
に
な
り
、

へ
の
あ
ら
ゆ
る
緩
劫

を
回
避
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
、
公
平
に
見
て
中
立
目
的
に
適
う
も
の
と
晃
倣
さ
れ
る
と
い
う
成
構
を
態
持
す
る
の
は
態
難
で
あ

(
紛
)

る
、
と
し
て
い
る
。

ゲ
イ
教
捜
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
強
制
論
者
と
分
離
主
義
者
と
の
重
要
な
相
違
点
は
、
前
者
は
宗
教
を
悶
家

か
ら
独
立
し
た
も
の
と
し
て
翠
持
し
よ
う
と
は
す
る
が
、
政
府
を
宗
教
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
し
て
堅
持
す
る
こ
と
に
は
敏
感
で
は
な

、
…
信
教
の
自
お
は
宗
教
が
政
治
領
域
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
場
合
に
の
み
栄
え
得
る
と
す
る
分
離
主
義
者
の
見
解
に
は

議
ら
は
、

メ
リ
カ
合
衆
部
議
法
体
系
の
出
?
で
重
要
な
政
治
的
機
能
を
来
た
し
て
い
る
と
論
ず
る
の

る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
の
政
治
的
効
果
を
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
、

で
あ
り
、
宗
教
が
合
衆
顕
の
公
的
文
化
の
正
に
慈
穣
を
な
し
、

へ
の
宗
教
的
価
舗
の
詮
入
を
妨
げ
る
人
工
の
墜
を
設
け

さ
ら
に
、
教
授
は
、
強
叙
テ
ス
ト
の
鍵
と
な
る
沼
語
が
非
常
に
不
明
確
で
あ
る
が
た
め
、
間
刑
法
準
を
め
ぐ
っ
て

ず
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
強
制
と
い
う
用
語
は
底
い
範
密
に
一
亙
る
定
義
が
可
能
で
あ
り
、
各
々
の
解
釈
に
よ
っ

っ
た
結
論
が

導
き
出
さ
れ
る
。
強
制
テ
ス
ト
の
下
で
の
結
果
と
し
て
出
て
く
る
解
釈
可
能
性
の
範
囲
は
、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も

法
く
、
オ
コ
ナ
判
事
の
エ
ン
ド 
l
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
結
果
よ
り
も
広
範
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
強
制
テ
ス
ト
が

(
日
記
)

8
自
の
保
護
の
た
め
に
非
常
に
脆
弱
な
根
拠
し
か
持
ち
合
わ
せ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。 
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公
立
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授
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業
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目
)
疋
・
広
務
 
念
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符
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の
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�
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�
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�
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h
h
e
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w
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F
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h
e
お
尽
き
 

〈
刊
叫

}
5・
絵
付
金
�
 
N

叫
印
。

分
離
主
義
の
数
棄
と
中
立
性
理
論

九
九
�
 0年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
宗
教
条
項
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
決
は
、
第
二
次
世
界
対
戦
後
、

ア
メ
リ
カ
社
会
の
リ
ベ
ラ
ル
な
文

化
の
や
で
優
勢
で
あ
っ
た
関
家
教
会
関
係
の
分
離
忠
義
者
的
エ
ー
ト
ス
か
ら
の
離
説
の
傾
向
を
強
め
、
宗
教
・
非
宗
教
関
或
い
は
宗

教
問
問
で
の
政
府
の
や
立
性
の
要
請
を
前
認
に
出
し
た
判
断
を
下
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

1
-
N
O

cc-FY

可
命
的
仲
〈
・
の
巳
阿
佐
川
凶
詩
句
�
 

昨日目∞ロ� 7
0
0
M
M

(1)

〉
絞
け
吋
い
の
け

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
聴
覚
樟
惑
を
も
っ
本
件
上
告
人
は
、
「
枕
障
害
者
教
育
法

円出丘三{凶� C
m
w
z
g
p
v

ロ
Z
与
-
z
t
s
M
W
貯
の
釦
泣
き

〉
の
け
(
(
{
【
)
出
〉
〉
)
�
 

C-mデ
の
伶
ニ
容
器
付
師
鳴
門
山
・
)
」
に
基
づ
き
被
上
告
入
学
区
に
対
し
て
上
告
人
が
通
学
し
て
い
る
ロ
!
マ
カ
ト
ワ
ツ

(
州
制
)
同
氏
e
m
w
H
g
ア
協
同
強
制
テ
ス
ト
を
支
持
す
る
定
織
と
し
て
、
 
rC

5
4
2
0
H
5
2
及
び
何
回
話
会
a
g
p
を
簿
げ
る
こ
と
は
、
輸
措
…
修
正
の
国
教
禁
止
条
項
を
侵
害
す
る
」
ア
メ
リ
カ
神
間
〈
一
九
九
二
一
)
二
九
八
災
以
下
参
照
。

再
会
河
内
向
宮
内
ジ
ミ
h
F
，
h
w
合
戸
川
・
タ
ゴ
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認
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一
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F
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抑
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同
州
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申
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予
器
包
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g
g
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分離主義の放棄と中立性理論(藤田)

ω
o
m
w
M
1

の
綬
業
に
同
行
す
る
手
話
通
訳
を
付
す
よ
う
申
請
し
た
。
右
申
講
に
対
し
て
学
区
は
、
器
検
事
及
び
ア
リ
ゾ
ナ

E
S
E

H

I
D
E
A

締
法
務
長
官
め
意
晃
に
従
っ
て
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
連
邦
地
裁
、
連
邦
控
訴
裁
は
、

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
適
用
し
棄
却
し
た
が
、
最
高
義

み品、

の
主
張
を
容
器
し
た
。

O

5
5
Z
3
4

M
O

い
た
の
は
、
レ
!
ン
ク
ィ
ス
ト
首
席
判
事
で
あ
る
。
伺
判
事
は
、

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
を
適
用
し
た
富
三
円
相
『 
4
・
〉
ロ
き

〈品。
 

ω
戸
∞
・
知
器
(
話
器
)
ア 

・t
々
ま
笠
認
さ
ロ
む
さ 

・0
崎
宏
司 

4片
品
田
宮
古
島
(
会
品
己
・
∞
・
品
∞
同 

に
依
拠
す
る
形
で

Z
D
S
A

右
テ
ス
ト
の
適
用
を
密
避
し
て
い
る
。

I
D
E
A

O
]

J

H

-

C

当
法
廷
は
、
決
し
て
宗
教
思
体
が
公
的
に
援
助
さ
れ
る
社
会
福
祉
計
画
か
ら
修
正
第
一
条
に
よ
っ
て
無
資
格
と
さ
れ
る
と
は
判
示
し

て
は
い
な
い
。
当
法
廷
は
、
宗
教
に
関
係
な
く
一
幅
広
い
市
民
層
に
中
立
的
に
利
益
を
供
与
す
る
政
府
計
一
聞
は
、
州
は
団
体
も
ま
た
薄
く

M
M
g

広
ま
っ
た
(
俗
文
芸 

財
致
給
付
を
受
給
す
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
理
由
に
よ
っ
て
国
教
禁
止
条
項
違
反
に
問
わ
れ
る
も
の
で
は

H

な
い
と
絶
え
子
判
示
し
て
き
た
。
本
件
に
お
い
て
問
題
と
な
る
援
助
は
、
生
徒
が
通
学
す
る
学
校
の
「
宗
教
・
非
宗
教
、
減
い
は
公
立
・


非
公
立
と
い
う
性
格
」
に
関
係
な
く
、 

の
下
で
「
障
害
が
あ
る
」
と
認
定
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
子
供
に
中
立
的
に
等
し
く
援
助


す
る
一
般
的
な
政
府
計
画
の
一
部
で
あ
る
。
自
ら
の
子
棋
が
通
学
す
る
学
校
を
選
択
す
る
親
の
白
痴
を
尊
設
す
る
こ
と
で
、


は
、
個
々
の
親
の
個
人
的
判
断
の
結
果
と
し
て
政
府
支
給
の
通
訳
が
宗
派
系
学
校
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
保
際
し
て
い
る
の
で
あ
{
旬
。


教
区
学
校
が
最
終
的
に 

か
ら
受
け
る
財
政
給
対
は
、
「
偲
々
の
親
の
私
的
な
選
択
い
に
婦
問
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、


校
で
は
な
く
、
障
害
を
も
っ
子
供
が
主
た
る 

(
3

の
受
益
者
で
あ
っ
て
、
宗
派
学
校
は
付
随
的
な
そ
れ
に 

許
し
難
い


〉

「
直
接
的
な
助
成
」
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

2
・ 

〈

4
) 

(zg))

門
問
。
州
開
会 

凸忠一仙
 

同 

内
向
日
吋
〕
詩
的
ね 

品 

吋 

部
付
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ス
l

1
3
iZHMm

c

ニ
ュ
�
 

ク
州
オ
レ
ン
ジ
事
キ
リ
ヤ
ス
・
ヨ
エ
ル
村
(
以
下
、
単
に
村
と
い
う
)

は
、
厳
格
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
派
、
日
�
 

ω給
付
�
 

・

注
意
広
ル
訟
の
宗
教
的
飛
び
地
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
州
特
別
法
が
割
判
定
さ
れ
る
ま
で
は
そ
ン
ロ
�
 

ウ
ッ
ド
バ
レ
�
 
・
セ
ン
ト
ラ
ル
学

W
S
H
r
k

民
向
に
位
恩
隠
し
て
い
た
。
村
内
の
子
供
達
は
、
私
立
の
宗
雑
系
学
校
で
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
学
校
は
障
害
を
も
っ
子
供
述
に
何
等

の
特
別
措
穫
も
講
じ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
合
併
来
、
州
法
及
、
び
連
邦
法
で
私
立
学
校
に
入
学
し
て
も
特
製
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

C

な
か
っ
た
の
で
あ
る
�
 一
九
人
器
年
、
セ
ン
ト
ラ
ル
学
区
は
、
村
の
磁
波
ロ
を
も
っ
子
供
達
に
特
別
措
霞
を
提
供
し
た
が
、
翌
年
の
宗
教

系
学
校
へ
補
習
授
業
令
実
施
す
る
政
府
計
繭
を
違
憲
と
し
た
最
高
哉
判
決
〈
〉
川
口
己
完
�
 4

・
�
 

会
叫
門
戸
∞
・
�
 

話
器
)
一
日
山
口
ぎ
♀

ロ
即
日
?
え
の
�
 

山
河
俳
句
区
間
叫
'
同
�
 

お山� 

・∞・一定� ω
(
H
g
m
)
〉
を
受
け
、
右
措
畿
を
取
り
止
め
た
。

一
九
八
九
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

制
議
会
は
、
村
を
一
つ
の
学
夜
と
し
、
村
学
肢
を
管
理
す
る
教
育
委
箆
会
は
村
氏
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
と
ナ
る
法
律
令
制
判
定
し
た
。

新
学
一
様
は
、
現
在
、
篠
宮
古
を
も
っ
子
供
逮
に
特
別
な
教
育
計
踏
を
実
施
し
て
い
る
が
、
村
内
の
京
抵
系
学
校
に
通
学
す
る
そ
の
他
の
子

供
述
は
、
通
学
、
補
習
授
業
、
健
康
設
ぴ
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
州
教
育
委
員
会
連

合
会
友
ぴ
納
税
者
が
、
訴
訟
を
提
起
し
た
。

m

タ
判
事
が
法
廷
委
意
見
を
書
き
、
宗
教
と
非
宗
教
或
い
は
宗
教
関
で
の
政
府
の
中
立
伎
の
要
請
に
基
づ
き
、
特
定
の
宗
教
で
結


ぴ
付
い
て
い
る
有
権
者
に
公
立
学
校
を
監
餐
寸
る
政
府
権
限
を
黍
伍
す
る
こ
と
を
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。


p
x
o
p

自
由
な
活
動
条
項
と
国
教
禁
止
条
項
の
両
者
を
適
切
に
尊
重
す
る
こ
と
は
、

一
つ
の
宗
教
を
他
の
宗
教
よ
り
も
、
ま
た
は
采
教
を
穏

i
-

仰
す
る
者
を
総
体
と
し
て
信
仰
を
し
な
い
者
よ
り
も
厚
漉
す
る
こ
と
な
く
、
吋
削
倒
家
に
対
し
て
宗
教
へ
の
「
中
立
』
を
求
め
る
よ
う
強

{5V

い
る
こ
と
で
あ
る
勺
本
件
学
症
を
新
設
す
る
刑
法
は
、
政
府
の
権
限
が
中
立
的
に
一
行
使
さ
れ
て
き
た
、
或
い
は
行
使
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
保
障
が
ま
っ
た
く
な
い
法
律
上
、
校
史
上
の
具
体
的
状
況
に
お
い
て
、
会
立
学
校
に
対
す
る
州
の
裁
盤
的
模
様
を
宗
教
的
共

8
N
(

同
体
の
性
格
を
持
つ
趨
体
に
委
任
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
憲
法
の
要
請
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
�
 

i

HgmH
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(
S
A
F
)

H
N
c
g

i

i
i

本
件
に
お
け
る
憲
法
に
期
す
る
問
題
の
根
本
的
な
原
因
は
、
立
法
府
自
体
が
政
府
の
権
限
令
宗
教
的
に
中
立
な
方
法
で
行
使
し
な
い

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
本
件
に
お
い
て
一
つ
の
宗
派
に
の
み
援
助
が
付
号
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
只
一
つ
の
小
規
模
な
宗
教
団

i

体
を
援
助
す
る
こ
と
は
、
よ
り
規
模
の
大
き
い
宗
派
ま
た
は
指
数
全
体
に
援
助
す
る
場
合
と
悶
様
な
憲
法
上
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
の

で
あ
り
、
従
っ
て
お
一
法
廷
は
、
燃
は
修
正
第

条
に
違
反
し
た
と
結
論
す
る
も
の
で
札
結
。

i

〈?〉

間
帯
広
意
図
泌
を
書
い
た
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
判
事
は
、

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
を
臨
持
す
べ
き
で
あ
る
と
の
論
を
強
力
に
主
張
し
、
反
対
に
オ

コ
ナ
判
事
は
、
活
論
の
富
市
開
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
司
法
務
資
基
準
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
と
同
様
に
、
国
教
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
可

O

ス
で
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、

法
審
査
基
準
も
ケ
�
 ス
・
パ
イ
・
ケ
�
 

m

O

一
九
八

0
年
代
半
ば
に
自
ら
が
主
唱
し
た
エ
ン
ド
�
 ス
�
 

(
0
0
)

メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
を
主
強
し
て
い
な
い
。

l

〈
�
 

3
・
�
 

ロ
ゲ
号
刊
誌
〈
・
初
出
町
宮
司
祭
三
〈
広
仲
�
 
吋
�
 

片
手
詰

O
同
〈
可
品
川
品
川
氏
9
)ω

ヴ
ァ
�
 
ジ
ニ
ア
到
の
緩
助
を
受
け
て
い
る
被
上
告
人
ヴ
ァ
�
 ジ一

、
学
生
か
ら
徴
収
し
た
資
金
を
元
に
学
生
活
動
基
金

S
A
F

を
設
け
、
大
学
の
教
育
自
的
に
資
す
る
苧
殺
の
課
外
活
動
を
補
助
す
る
出
額
費
用
援
助
金
を
交
付
し
て
い
た
の

で
キ


リ
ス
ト
教
的
観
点
を
強
調
す
る
雑
誌
令
発
行
し
て
い
た
学
生
総
畿
が
、
当
該
雑
誌
の
発
行
費
の
補
場
金
を
被
上
告
人
に
申
請
し
た
と
こ


ろ
、
特
定
の
信
仰
を
ま
に
煽
動
ま
た
は
明
示
ナ
る
こ
と
を
禁
比
す
る
大
学
の
�
 

綱
領
に
抵
散
す
る
と
し
て
、
お
ゆ
請
を
拒
否
し
た
。


ヶ
、
不
デ
イ

口
�
 ゼ
ン
パ
�
 ガ

1
(
創
設
者
)
は
、

の
救
済
手
設
を
京
く
し
た
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
訴
訟
を
提
起
し
た
。


法
廷
意
晃
を
惑
い
て
い
る
。

判
例
か
ら
導
き
出
怒
れ
る
教
訓
は
、
問
教
祭
止
条
項
違
反
に
鍔
わ
れ
て
い
る
政
府
討
闘
を
支
持
す
る
に
際
し
て
の
重
要
な
要
素
は
、

宗
教
に
対
す
る
当
該
許
可
懸
の
中
立
性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の

、
政
府
が
ゆ
立
的
判
断
基
準
茨
び
公
平
無
私
な
政
策
に i
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し、
」一

従
っ
て
宗
教
的
な
ぞ
れ
を
含
む
幅
広
く
多
様
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
友
ぴ
観
点
を
も
っ
受
益
者
に
科
誌
を
付
与
す
る
場
合
、
宗
教
に
対
す
る

中
立
牲
の
保
障
は
尊
重
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
侵
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
と
判
示
し
て
き
た
。
国
教
禁
止
条
項
は
、
計
蘭
段
階
で
中
立

で
あ
る
多
く
の
人
々
に
開
放
さ
れ
て
い
る
政
府
計
画
に
加
わ
る
京
教
的
一
一
言
論
を
行
う
人
々
に
言
論
の
自
由
を
者
定
す
る
こ
と
を
庇
当
化

し
、
ま
し
て
要
求
さ
え
し
て
い
る
と
い
う
立
携
を
当
法
廷
は
拒
絶
し
て
き
た
。

本
件
数
府
計
闘
は
、
宗
教
に
対
し
て
や
立
的
で
あ
る
。
大
学
が
宗
教
を
促
進
す
る
た
め
に
在
許
蘭
を
創
設
し
た
と
か
宗
教
的
主
張
を

援
叫
制
す
る
目
的
を
も
っ
巧
妙
な
一
一
一
一
川
磁
を
採
用
し
た
と
の
指
摘
は
存
在
し
な
い
。
本
件
計
画
の
中
立
性
は
、
学
生
会
費
を
教
会
或
い
は
教

会
間
体
へ
の
直
接
的
媛
助
の
た
め
に
徴
収
怒
れ
る
税
金
か
ら
ほ
判
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
議
教
に
対
す
る
政
府
の
中
立
性
は
、
州
の
包

括
的
大
績
に
照
明
ら
か
で
あ
る
。
本
件
計
画
は
、
「
問
教
禁
止
条
項
が
禁
止
ナ
る
宗
教
を
是
認
す
る
政
府
言
論
と

の
議
窃
条
項
及
び

宗
教
の
告
白
な
活
動
条
項
が
保
障
す
る
家
教
を
是
認
す
る
払
的
な
言
論
」
と
の
決
定
的
な
棺
違
を
議
視
し
て
い
る

∞( φ
州 

吋
向
山
門

W

州
出
門
戸
・

V

g
g

O
B
g
g
-

え
答
申
巧 

広
告
の 

ミ
∞ 
n
y
o
o
目
的
{
型
的
?
ま
)
吋
・
ぽ
叩
話
幸
子
品
窓
口
・ 
ω・ 

め
噌
話
。
(
巴
お
こ
。
本
件
に
お
い
て
、
没
後

M
M

新
開
が
本
件
大
学
を
代
弁
し
て
い
る
と
の
い
か
な
る
誤
っ
た
印
象
を
も
、
「
政
府
は
故
意
に
助
長
し
、
ま
た
は
奨
励
し
て
き
て
は
い
な

ω
ρ
=
g
-時
対 
AW〈
仲
時
刻
印
ロ
円
山
〉
門
戸
三
出
0

3

、∞内
 
M

M
U
F
3
2
4
F
0

・
4
・ 

・〕
 

=
m
ω
・の
 
4F'MA--
品0
・出品仏 

〈
山
山
〉

一
冨
が
到
に
よ
っ
て
是
認
若
し
く
は
強
制
さ
れ
て
い
る
と
の
真
の
可
能
性
は
存
在
し
な
い
。

政
府
は
、
通
側
、
食
品
を
支
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
を
行
う
が
、
学
生
が
創
刊
mm

mw()早川
 

の
で
あ
っ
て
、
本
件
発

wm))

す
る
施
設
の
選
営
に
学
校
が
そ
の
基
金
を

使
用
す
る
こ
と
と
学
校
に
代
わ
っ
て
当
該
施
設
を
議
営
す
る
第
三
者
の
請
負
人
に
学
校
が
支
出
す
る
こ
と
と
の
問
に
は
、
理
論
上
或
い

は
原
則
制
上
桜
瀧
は
な
く
、
ま
た
憲
法
上
重
要
な
棺
遠
は
な
い
の
で
あ
る
。
宗
教
へ
の
い
か
な
る
利
益
も
、
宗
教
上
中
立
的
な
立
場
に
立

(
日
)

つ
世
俗
的 

ピ
ス
提
供
の
規
定
に
付
随
す
る
。

E
的
を
も
っ
政
府
の
世
俗
的
サ 
i

i

i

ス 

タ
判
事
は
、
そ
の
反
対
意
鬼
(
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
、
キ
ン
グ
ス
パ 

グ
、
プ
レ
イ
ヤ 
i
の
各
判
事
が
期
間
務
〉

の
中
で
、
「
最
高 
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裁
は
、
今
日
、
初
め
て
、

の
腕
に
よ
り
核
心
的
な
宗
教
活
動
へ

同
判
事
は
、
最
高
裁
が
中
立
性
に
焦
点
令
当
て
て
き
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、

(
日
)

す
る
も
の
と
は
判
示
し
て
は
こ
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

と 

て
い
る
。

ρ

。

戸
-
(
戸
壇
場
拍
)
。

Ehwphwag-

M
N
.

・
∞
・
お
吋
(
答
申
念
。 n

F
2
H
M
G
P
ト・

 

ηomの
に
吋
同
日
開 

γ 

C

(

)

e

同
喧
申
印 

O
N

-
L

〈
ね
)
同
免
震
時
宗
国
(
的 

込
書 

噌
岳
部
自
江
口
色
、 

1
)
目
白
川
出 

〈 〈

〉
2

C-m

3
)
町
内
件
釦
け 

4
〉 

mwMNC

WAS-

xw'

5
)
』
吋
《
件
相 

刊
柏
市

W

.3
一

(
6
)
』
ベ
《
件
伴
内
、

(
8
)
H
A

(
7
)
H
A

g
s
N
M
(
0

H
G

c
c
E
5

O

B

5
m

ム
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{
波
紋・ 

ア
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園
内

ロ 
司 

プ 

お
付
叶

ぬ
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吋
a
C
H
a
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9
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ご
∞
∞ 

出
戸 

)
h
t
e
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)
H
K
O

N
g
N
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N
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(

叩
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呉
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公
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)
h
a
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m
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U
M
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i 

中
立
性
概
念
そ
め
ぐ
る
諸
見
解

今
呂
、
関
救
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
事
件
に
お
い
て
「
中
立
性
」
が
、
政
府
に
よ
る
宗
教
へ
の
剰
接
供
与
に
関
し
て
の
纂
礎
的
な
抑
制

と
し
て
そ
の
機
能
を
祭
た
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
�
 
明
言
言
蒜
将
司

H
N
G

門

〈

州

両
信

2
0
7伊
川
之
助
け

0
3

門0
C
旦
4
・
0

-

M

(1)γ
に
お
い
て
、

法
廷
の
諸
判
決
の
主
要
な
教
訓
は
、
国
教
禁
止
条
項
違
疫
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
政
府
計
画
を
支
持
す
る
擦
の
一
つ
の
数
要
な
評
額
要

素
は
宗
教
に
対
す
る
政
府
計
画
の
中
立
性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
:
:
・
政
府
が
、
中
立
的
判
断
法
準
及
び
公
平
無
私
な
政
策
に

従
っ
て
宗
教
的
な
ぞ
れ
を
含
む
幅
広
く
多
様
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
設
び
観
点
を
も
っ
受
説
者
に
料
援
を
付
与
す
る
場
合
、
中
立
性
の
保
障

(2) 

は
守
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

の
で
は
な
い
」
と
法
廷
意
見
の
ゆ
で
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
は
述
べ
て
い
る
。

最
高
裁
は
、
宗
教
に
対
す
る
政
府
の
中
立
性
を
二
つ
の
宗
教
条
項
の
基
礎
を
流
れ
る
底
理
で
あ
る
と

い
悶
述
べ
て

擦
の
形
式
的
中
立
性
の
テ
ス
ト
は
、

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
下
で
は
議
照
き
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、

レ
モ
ン
�
 テ
ス
ト
は
批
判

e

270-

の
下
に
さ
ら
さ
れ
、
従
来
と
違
っ
て
ほ
と
ん
ど
適
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
中
立
性
が
憲
法
巡
合
性
の
決
定
的
な
指
標
と
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
よ
り
明
ら
か
と

4

答
え
よ
う
。
�
 

v
g
d

B
S

ア
者
忠
印
�
 (4) に
お
け
る
ス
�
 
i
タ
裁
判
官
の
見
解

国
教
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
中
立
性
の
概
念
は
、
自
明
で
は
な
い
が
、
当
法
廷
の
最
近
の
諸
事
例
は
中
立
性
に
特
部
の
意
味
舟
容
そ
与

え
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
州
は
非
宗
教
に
対
し
て
宗
教
一
般
を
、
又
は
他
の
宗
教
に
対
し
て

議
教
を
支
持
し
、
或
い
は
是
認
し
得
な

ぃ
。
支
持
及
び
是
認
を
禁
止
す
る
こ
の
原
則
は
、
宗
教
的
健
全
が
政
治
的
共
詩
体
内
の
す
べ
て
の
市
民
の
地
位
に
と
っ
て
無
関
係
で
あ

る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
に
、
ま
た
政
府
に
よ
る
支
配
と
い
う
品
位
・
を
洛
と
す
影
響
か
ら
宗
教
を
保
護
す
る
た
め
に
題
教
禁
止
条
項
法

開
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2 

W
C

現
の
基
礎
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
修
正
第
一
条
に
具
体
化
さ
れ
た
器
教
の
自
由
に
対
す
る
我
々
の
切
壌
は
、
こ
れ
以
外
の
判
断
恭

準
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
政
府
が
宗
教
に
対
し
て
や
立
性
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

い
か
な
る
蒔
で
も
政
府
が
宗
教
を
考
慮
に

5
3
m
w

入
れ
る
こ
と
を
排
徐
す
る
と
い
う
こ
と
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
熊
は
、
宗
教
上
の
召
命
に
介
入
す
る
一
般
的
に
適
用
可
能
な
規
制
制

n
W
C

か
ら
人
々
を
解
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
京
教
の
告
忠
な
活
動
に
使
設
を
付
与
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
便
投
付
与
は
、
異
論
は
あ
る

M
4

が
、
不
信
仰
仰
を
越
え
て
宗
教
的
儀
式
を
公
的
に
是
認
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

C
2
5

多
く
の
京
教
は
、
信
仰
者
の
生
活
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
も
あ
り
、
赤
山
信
奉
者
の
自
に
と
っ
て
は
特
異
で
も
あ
る
倍
持
活
動
を
奨

動
す
る
。
当
然
、

一
般
的
に
適
用
可
能
な
世
俗
の
規
制
は
、
非
信
挙
者
優
位
の
立
場
か
ら
規
定
さ
れ
、
そ
し
て
、
結
果
的
に
か
か
る
系

教
活
動
を
考
慮
に
入
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
費
出
の
強
制
が
、
宗
教
的
感
受
性
を
傷
つ
け
る
場
合 

し、ば

し
ば
そ
う
で
あ
る
が
ー
ー
そ
の
強
制
は
、
こ
れ
ら
影
響
令
受
け
る
人
々
を
神
と
政
府
の
い
ず
れ
を
支
持
す
る
か
の
選
択
に
追
い
や
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
話
教
に
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
は
、

一
般
的
規
制
問
が
没
俗
社
会
の
良
心
-
安
全
く
侵
害

Z
L

し
な
い
場
合
に
不
必
要
に
京
教
的
良
心
を
侵
害
し
得
る
と
い
う
認
識
ふ
玄
事
え
る
以
外
の
な
に
も
の
も
示
し
て
は
い
札
川
。

〈 

6
)

開 

出

叩 

径
三
乱
開
含
口
・
。
門 

・ 

ゑ
に
お
け
る
オ
コ
ナ
裁
判
官
の
見
解


宗
教
的
饗
求
は
、
宗
教
に
関
し
て
や
立
的
な
法
律
令
通
し
て
便
宜
供
与
さ
れ
得
る
。


-
M

我
々
は
、
し
ば
し
、
は
、
政
府
は
一
般
的
に
人
々
会
彼
ら
が
礼
拝
し
又
は
礼
拝
し
な
い
神
若
し
く
は
諸
々
の
神
に
恭
づ
い
て
異
な
っ
て

処
還
し
得
な
い
と
判
示
し
て
き
た
。
「
問
教
禁
止
条
項
の
最
も
明
白
な
要
請
は
、

一
つ
の
宗
教
上
の
教
派
が
他
の
教
派
を
超
え
て
公
的

に
優
先
権
を
与
え
ら
れ
得
な
い

」
'
と
で
あ
る
〈
同
も
お
話 

3
4・
〈
己
主 

認ロ 
ω・
凶
器 

会
〈
凶
器 
M

〉
)
」
。
「
霞
教
禁
止
条
項

i
|
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、
、ー圃，

(
0
1
3
S
O

5
2
m
k
g
s
c

義
務
又
は
山
利
益
に
影
響
を
与
え
で
は
な
ら
な
い
。
私
が
以
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
顕
教
禁
止
条
攻
は
、
政
府
が
宗
教
へ
の
信
奉
安
政

治
的
共
陀
体
に
お
け
る
入
の
地
註
に
関
係
さ
せ
た
場
合
に
侵
議
さ
れ
る
の
で
あ
る
〈
垣
内
乙
�
 
タ
宮
内
門
誌
タ
ミ
∞
�
 
∞
・
器
入
お
�
 

間
〉
�
 

同

0
6
0
5
(
)
?
?
の

0
2同
江
口
筏
�
 

n
l

政
府
が
宗
教
に
使
宜
を
供
与
ナ
る
よ
う
に
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

般
的
に
い
ま
述
べ
た
分
析
を
変
吏
す
る
も
の
と
は
な
ら
な

ぃ
。
何
が
便
貨
供
与
を
許
し
得
る
も
の
に
す
る
か
は
、
政
府
が
あ
る
特
定
の
京
教
団
体
ぞ
れ
自
体
の
た
め
に
そ
の
生
活
を
よ
り
安
楽
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ぞ
れ
は
政
府
が
深
速
に
抱
か
れ
た
宗
教
に
使
宜
扶
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
使
宜

Z
2

供
与
は
、
従
っ
て
、
こ
の
揺
舟
を
共
に
す
る
人
キ
を
そ
う
で
は
な
い
人
々
と
異
な
っ
て
処
議
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
得
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
便
宜
供
与
は
、
教
派
に
基
づ
く
護
側
加
を
正
当
北
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ア
ル
コ
;
ル
の
消
費
を
禁
ず
る
舟
法
は
、
聖
餐
用
葡

萄
酒
会
免
除
し
得
る
が
、
当
該
法
律
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
は
な
く
し
て
�
 

マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
よ
る
繋
餐
用
葡
萄
酒
の
使
用
を
免
除
し

得
な
い
の
で
あ
る
。
徴
兵
法
は
良
心
的
拒
者
者
を
免
除
し
得
る
が
、
当
該
法
律
は
そ
の
相
否
が
無
神
論
的
信
仰
と
は
対
照
的
に
有
持
論

(7)

的
語
仰
に
摂
ざ
す
良
心
的
拒
答
者
を
免
除
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
憲
法
は
、
「
非
譲
別
的
な
い
宗
教
的
活
動
の
免
除
安
立
め
て
い
る
。

C
-

(Hg

者
に
対
し

て
の
宗
教
を
援
助
す
る
法
律
を
制
定
し
、
又
は
非
信
仰
�
 
者
に
対
し
て
全
て
の
宗
教
を
援
助
す
る
繋
求
を
課
し
得
ず
、
ま

2
2
0
4・
巧
記
長
弓
�
 

W

た
、
神
の
存
在
を
傍
ず
る
こ
と
令
基
礎
と
す
る
宗
教
を
異
な
っ
た
信
念
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
宗
教
に
対
試
し
て
援
助
し
得
な
い
〕
(
寸
。

(
C

da

は
、
政
府
が
教
派
又
は
宗
教
的
組
織
の
信
泰
者
を
支
持
す
る
た
め
に
:
:
:
:
世
俗
的
問
的
を
投
棄
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る

出
]
叩
沖
付
申
�
 4

・
�
 

?
m
w
詰
ロ
∞
・
お
∞
品
。
∞
〈
日
混
同
)
)
。
私
の
晃
解
で
は
、
宗
教
条
項
は

「
州
政
府
の
み
な
ら
ず
合
衆
部
政
府
も
ま
た
、
態
法
上
、
券
信
掠

i
i
自
由
な
活
動
条
項
、
国
教
禁
止
条
項
、

全
で
こ
の
点
に
つ
い
て
閉
じ

一
人
の
宗
教
は

人
の
法
的
権
利
、

|
|
i

一 -272-

付
申
込
∞
件
砕
け
時
的
輔
さ
�
 ]
C
-∞
・
会
、
?
品
川
い
φ
(
号
、
ロ
〉

一
項
に
…
一
お
う
宗
教
上
の
審
査
条
項
並
び
に
宗
教
に
適
用
さ
れ
る
場
合
の
平
等
保
護
条
項

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
思
慨
も
異
常
な
状
況
下
に
療
か
れ
て
い
な
い
場
合
、
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3 

c
m
q

ス
テ
ゥ 
l
ブ
ン 

-
D
-
ス
ミ
ス
教
授
の
晃
解

中
立
性
の
観
念
は
、

n

の
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
当
事
者
の
い
ず
れ
を
も
侵
害
寸
る
こ
と
の
な
い
公
平
良
つ
不
偏
不
党
の

立
場
を
維
持
す
る
と
問
時
に
冷
静
に
宗
教
上
の
論
争
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
避
け
て
、
騒
々
し
い
争
い
に
超
然
と
し
て
立
つ
政
府
の
イ

メ
ー
ジ
を
喚
揺
す
る
。

--gw
お
M
C
-
∞
・
凶
器
‘

最
初
の
現
代
的
な
留
教
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
事
件
で
あ
る
同

5
2
3事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
中
立
性
の
観
念
に
つ
い
て
の
見
解

を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
部
同
教
禁
止
条
一
頃
は
、
持
が
宗
教
的
信
仰
殺
と
葬
儀
部
者
の
間
体
と
の
鴻
係
に
お
い
て
中
立
で
あ
ら
ね
ぜ

時
間
出
島

な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
苗
4

再三
 
0
2
4
・∞
 

o
m
w
a
o

・∞
 

-
Y
Z
2
c告
と
。
後
の
事
関
は
、

よ
り
確
固
と
し
て
教

N

!
国
家
関
係
を
議
制
制
す
る
指
導
的
原
理
と
し
て
中
立
性
を
と
ら
え
て
い
る
。
そ
し
て
や
立
性
の
強
調
は
、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
採
用

W

(

5
4
M
8
d

を
通
し
て
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

の
事
邸
内
に
お
い
て
も
議
高
裁
は
、
中
立
性
が
確
立
さ
れ
た
現
愈
で
あ
る
と
す
る
立
場
令
地
認

し
て
い
る
。
最
高
裁
自
体
と
鍔
種
、
数
多
く
の
註
釈
殺
が
中
立
性
を
国
教
禁
止
条
項
の
基
本
的
教
義
で
あ
る
と
推
奨
し
て
い
る
。

(Zmw

こ
の
中
立
性
へ
の
合
間
的
に
誌
が
っ
た
一
言
及
は
、
中
立
笠
が
実
際
に
論
理
的
必
熟
と
し
て
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
い
か
な

E
P

る
明
白
且
つ
説
得
力
あ
る
説
明
を
も
今
だ
し
て
は
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
中
立
性
は
「
多
く
の
カ
ラ 

を
も
っ
コ
ー
ト
で

あ
る
(
∞ 

〈
問
。
同
開
仏
国 

・
4
・〉 

品川 

お
密
)
・ 

司 

nc口
町
民
司
ユ
ロ
鈎
)
)
い
で
あ
る
と
い
、
つ
こ
と
が
、
徐
々

に
照
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

の
と
こ
ろ
で
は
、
中
立
性
概
念
の
多
機
牲
の
あ
る
特
色
は
、
著
し
く
そ
の
魅
力
を
傷
つ
け
て
は
こ

な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
魅
力
を
高
め
さ
え
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
が
、
中
立
性
の
縞
の
中
に
自
ら
を
結
び

付
け
る
た
め
に
妙
薬
を
見
出
だ
し
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
立
性
概
念
の
可
変
性
は
、
首
尾
一

つ
予
言
し
得
る
原

警
の
発
展
を
妨
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
同
記

3
2
判
決
が
、
混
乱
の
徴
候
を
示
し
て
い
た
。
本
件
に
お
け
る
問
題
は
、
教
区
学
校
へ

の
パ
ス

の
費
用
を
剤
が
償
譲
し
得
る
か
否
か
に
あ
っ
た
。
全
裁
判
官
が
、
中
立
性
と
い
う
観
念
と
合
っ
た
答
え
を
見
出
だ
そ
う

i

M
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し
ば
し
ば

と
し
た
。
し
か
し
、
幾
人
か
の
裁
判
官
は
、
制
は
現
に
公
立
学
校
の
生
徒
を
輸
送
し
て
い
る
の

中
立
憶
は
教
霞
学
校
の
生
識
が
類

似
の
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
考
え
、

方
、
他
の
裁
判
官
は
、
中
立
性
の
要
請
は
金
生
徒
に
彼
ら
が
望
む
な
ら
ば

公
立
学
校
に
出
席
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
満
た
さ
れ
る
と
信
じ
た
の
で
あ
る
(
多
数
意
晃
(

(

ω

恕
戸
∞
-
三

と
ラ
ト
レ
ッ
ジ
裁
判
官
の
反
対
意
見
立
仰
い
O

口・戸 

注
目
や
窓
〉
)
を
比
較
せ
よ
)
。

h

る
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
下
で
の
結
巣
の
不
一
致
は
、
本
紫
的
な
不
確
定
牲
が
以
前
需
様
に
断
固
と
し
て
残
存
し

て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
弊
害
の
矯
正
の
見
込
み
も
な
い
。
も
し
開
題
が
、
単
純
に
円
程
釈
者
が
し
ば
し
ば
示
唆
す
る
よ
う
に
、

政
府
は
明
告
な
原
理
に
岡
執
す
る
意
患
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
訴
訟
は
よ
り
望
み
あ
る
も
の
と
な
る
。
宗
教
的
抑
圧

に
抵
抗
し
、
議
若
し
た
宗
教
的
結
統
を
無
視
す
る
た
め
に
そ
れ
自
体
を
は
が
ね
の
よ
う
に
強
霞
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
品
取
高
裁
は
、

簡
単
に
中
立
で
あ
る
よ
う
政
府
に
強
く
主
張
し
得
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
た
と
え
国
教
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
中
立
性
と
自
由
な
活
動
条
項
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
使
交
供
与
と
の
問
の
緊
張
状
態
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
と
し
て
も
、

腫
は
な
お
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
の
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
は
、
緊
強
潤
係
を
薄
め
る
宗
教
の
自
由
な
活
動
条
項
の
解
釈
を
ま
さ
に
乙
ヅ

ト
ア
ッ
プ
し
得
る
の
で
あ
る
。

一
小
中
期
十
に
も
、
問
問
難
性
の
原
型
は
、

い
ま
だ
深
ま
っ
て
い
く
ば
か
り
で
あ
る
。
学
者
は
、
中
立
牲
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
概
念
は
、

l

的
に
決
定
し
得
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
パ
ロ 

リ
教
授
は
、
最
近
、
国
教
禁
止
条
項
が
要
請
す
る
中
立
性
は

要
素
、
す
な
わ
ち
、
非
か
か
わ
り
合
い
と
不
額
不
党
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ぜ
な
ら
な
い
と
論
己
て
い
る
。
多
く
の
脈
絡
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
反
対
の
方
向
に
追
い
や
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
中
立
性
の
概
念
は
、
ぞ
れ
が
解
決
で
き
ず
、
ま
た
複
合

P
Sミ
ミ 

喝
じ

Q
S つ

の

的
に
多
義
的
で
あ
る
が
故
に
、
確
定
し
得
な
い

O
V
5
5
z
a
F
3
s
c
c

(
仏 

ミ
ミ
ミ
客
足
可
ぬ
ロ
ミ 
3
倒
的
言
守
山
礼
的 

cn

h
w
w
A
H

-Mν

-rm

主
役 

∞
口

弓
寸 

伺〈一・器 
w

S

(

日
結
晶
山
)
)
」
の
で
あ
る
。 

。
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2宗教法第1君主子(2000) 

州
、
.
同
州
市
出
〈
・
M
m
w
w
a
h
w
H
U
'
M
出
〈
(
活
相
当
)
・

品M
-

i

キ
ャ
セ
イ
・
�
 

ノ
�
 ル
ト
は
、
厳
格
分
離
の
立
場
に
立
っ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

g

支
舵
的
な
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
の
教
義
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
は
、
思
想
の
私
的
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
政
府
は
、

自
由
な
宗
教
の
活
動
条
項
が
提
供
す
る
保
護
の
ゆ
え
に
転
的
領
域
に
介
入
で
き
得
な
い

方
で
、
政
府
は
福
資
信
遣
に
資
金
提
供
し
て

は
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
良
心
の
平
等
の
保
護
は
、
政
府
が
「
補
音
を
説
く
」
億
人
ま
た
は
団
体
に
影
響
そ
与
え
或
い
は
財
源
を
与
え

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
�
 的
の
た
め
に
、
政
府
は
、
自
ら
蕊
接
的
に
資
金
提
供
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
授

透
し
た
宗
教
的
事
響
力
か
ら
の
救
済
を
供
与
寸
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

懇
裁
は
、
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
穏
教
の
自
由
を
保
賂
博
し
て
い
る
。
側
、
え
ば
、
�
 pv定
患
当
時
、
事
件
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点


令
強
調
す
る
雑
誌
を
発
行
し
て
い
る
学
生
組
織
の
よ
う
な
自
体
が
、
福
音
伝
道
の
出
版
物
の
た
め
に
政
府
の
資
金
提
供
を
確
保
す
る
た


め
に
一
笈
論
の
自
由
条
壌
や
出
版
条
項
を
利
用
す
る
な
ら
ば
、
良
心
の
自
砲
を
保
障
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
政
府
の


(
1
)

資
金
提
供
は
、
容
易
に
制
等
か
の
隷
類
の
キ
リ
ス
ト
教
の
樹
立
へ
の
決
定
的
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

国
家
と
率
教
は
、
相
互
に
ア
メ
リ
カ
の
文
化
夏
、
び
政
治
の
中
で
投
載
を
来
た
す
た
め
に
重
大
な
そ
れ
を
拙
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
そ

の
市
践
を
教
育
し
、
公
安
の
た
め
に
予
防
手
段
受
講
じ
、
及
び
す
べ
て
の
人
の
憲
法
上
の
権
利
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
と
い
っ

ま

と

め

H
R

g
M
A

(
7〉

�
 

釦
仲
叶
同
品
�
 
日・� 

(
8
)
加
な
ぐ
の
ロ
ロ
・
�
 ω目
5eheヨ守� 
O
N
F
E
司令、� hhhvFS弘
�
 

又
き
こ
む
号
令
室
�
 

診
器
偽
記
~
司
令
�
 蕊
、
色
門
司
喜
た
と
よ
〈
�
 川町長。
3
2
3門事叫

O

品何時田・

U
2
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N
N
a
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S

H
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分離主義の紋漢とゆ5L俊男理論(藤田)

i

た
こ
と
を
実
現
す
る
重
要
な
波
俗
的
使
命
を
も
っ
て
い
る
。

、
文
化
的
及
び
政
治
的
背
景
の
全
域
で
広
範
な
投
部
を

演
じ
て
き
た
し
、
演
じ
続
け
て
い
る
。
憲
法
の
宗
教
条
項
は
、
宗
教
を
「
最
も
低
く
保
障
さ
れ
る
地
位
」

い
や
る
よ
う
に
解
釈
さ

れ
で
は
な
ら
な
い
。
実
際
、
宗
教
は
、
権
威
の
独
立
し
た
中
心
と
し
て

の
権
威
へ
の
対
抗
勢
力
と
し
て
活
動
す
る
」
の
で
あ
る
。

(
P
2
4

制
度
と
し
て
の
宗
教
は
、
多
く
の
個
人
の
良
心
の
自
由
の
総
発
霧
を
代
表
す
る
が
ゆ
え
に
、
制
度
と
し
て
の
宗
教
の
高
潔
性
を
保
っ
こ

と
は
、
正
当
な
冨
教
禁
止
条
項
の
間
関
心
事
で
あ
る
。

l

の
幾
つ
か
の
最
高
裁
判
決
は
、
最
高
裁
が
今
や
国
教
禁
止
条
項
を
非
常
に
ル
ー
ズ
に
解
釈
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
爵
家
と
宗
教
の

の
不
健
全
な
結
合
を
許
し
て
い
る
と
い
う
懸
念
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
も
し
宗
教
が
道

穂
的
模
範
の
正
当
な
る
緩
や
世
俗
的
関
家
権
力
へ
の
力
強
い
抑
制
約
の
役
割
問
を
つ
と
め
続
け
よ
う
と
す
る
な
ら
述
、
宗
教
は
自
律
的
で
あ

(
2〉

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

中
立
性
理
論
の
最
後
の
主
要
な
害
惑
は
、
す
で
に
支
配
的
な
宗
教
が
事
実
上

と
で
あ

る
。
最
高
裁
が
均
三
喜
一
言
占
有
判
決
で
ヴ
ァ
!
ジ
ニ
ア
大
学
に
行
う
よ
う
に
命
じ
た
そ
れ
に
類
私
す
る
方
法
で
宗
教
に
関
し
て

に
活
動
す
る
と
公
言
し
た
場
合
、
政
府
は
民
主
主
義
的
車
理
が
誰
が
利
益
の
一
部
を
受
取
り
、
侍
が
各
患
の
分
け
前
に
な
る
か
を
決
定

す
る
飛
び
入
り
勝
手
の
競
争 

包
-
)
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
支
配
的
宗
教
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教

問
。
『 

の
教
採
が
フ
ォ 

ラ
ム
に
支
配
力
を
ふ
る
う
こ
と
を
詔
来
す
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
下
に
お
い
て
我
々
は
奔
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式
の
挙
行

及
び
緩
示
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
時
間
と
場
所
に
つ
い
て
の
等
し
い
割
り
当
て
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
信
頼
を
真
に
も
て
る

へ
3〉

で
あ
ろ
う
か
。

間
教
禁
止
条
項
と
の
脈
絡
に
お
け
る
政
府
の
や
立
殺
は
、

つ
の
剖
倒
の
側
閣
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

に
、
政
府
の
中
立
性
は
、
税
制
上
の
利
説
、
特
制
約
九
悼
法
律
上
の
捜
笈
供
与
と
免
除
、

へ
の
ア
ク
七
ス
、
公
有
地
の
利
用
、



i

言宗教法第ぬ号 (2000)

教
上
の
メ
ッ
セ
�
 ジ
を
伝
達
す
る
手
段
と
い
っ
た
一
宗
教
語
体
に
認
め
ら
れ
た
利
益
は
、
す
べ
て
の
宗
教
に
ω

認
め
ら
れ
る
か
或
い
は
何

等
か
の
公
平
な
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
全
宗
教
に
利
用
可
能
に
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
政
府
は
、
も
し
政
府
が
宗
教
関
で

一
方
に
偏
し
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
窓
味
に
お
い
て
宗
教
に
対
し
て
中
立
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
中
立
性
は
、
宗
教

的
活
動
が
非
宗
教
的
活
動
と
同
と
翠
扱
い
と
特
権
を
一
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
中
立
殺
は
、
宗
教
の
影
響
を
全
体
と
し
て
増
進
し
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
、
�
 

へ
の
便
宜
供

或
い
は
宗
教
一
般
へ
の
黙
の
後
援
を
促
進
寸
る
と
い
う
働
急
を
来
た
し
て
い
�
 

(4) 

3
u
o
m

九
九
七
年
六
月
一
一
一
一
一
岳
、
合
衆
霞
最
高
裁
は
、
〉

m
o
a
E
4

(7)

(5) 

・
3]ぢ
ロ
で
一
九
八
貰
年
の
�
 
M
W
C
F
C
C
-
2
拍
?
え
の
吋
伊
豆
沼
町
名
正
問
タ

を
覆
し
、
公
立
学
校
の
教
員
を
宗
教
的
に
や
立
な
補
助
設
業
の
た
め
に
宗
派
学
校
に
派
遺
す
る
ニ
ュ
�
 
i

(
8〉

∞
忠
】
及
び
〉
宮
山
�
 
可
�
 4

・
�
 

mw

i

e

ヨ
�
 ク
市
の
計
泌
を
レ
モ
ン
�
 テ
ス
ト
の
効
楽
分
肢
及
び
議
度
の
か
か
わ
り
合
い
分
肢
を
適
用
し
、
合
憲
と
す
る
判
決
を
下
し
た
。
判

決
内
容
の
詳
論
は
、
紙
舗
の
欝
係
上
別
稿
に
譲
る
が
、
法
廷
意
見
を
議
い
た
オ
コ
ナ
裁
判
官
は
、
入
品
警
に
ミ
山
刊
決
設
の
判
例
は
、
第

に
教
医
学
校
へ
の
公
務
員
の
配
闘
が
不
可
避
的
に
州
が
後
援
す
る
教
化
と
い
う
許
さ
れ
ざ
る
効
果
、
或
い
は
政
府
と
説
教
の
象
徴
的
結

合
を
も
た
ら
す
と
い
う
切
丘
町
判
決
設
び
ほ
�
 
g

W

4

}
U
E
Z

・
�
 
ロ
判
部
門
〈
品
N
H
C
-
∞
・
邸
主

)
で
打
ち
立
て
ら
れ
た
仮
定
を
放
棄
し
て
き

た
と
し
、
第
二
に
宗
教
学
校
の
教
育
的
機
能
に
議
接
的
に
援
助
す
る
政
府
援
助
の
す
べ
て
は
無
効
で
あ
る
と
す
る
町
内
廷
判
決
が
依
拠
し

(S)

た
準
則
か
ら
逸
れ
て
き
た
と
創
刊
示
し
て
い
る
。

が
あ
る
が
、
ミ
カ
エ
ル

本
判
決
に
よ
っ
て

設
と
面
教
禁
止
条
項
の
厳
格
適
用
が
緩
和
先
さ
れ
、
公
的
領
域
へ
の
宗
教
の
復
帰
現
象
が
加
速
化
さ
れ
る
恐
れ

-w-

ォ
ー
レ
ン
・
コ
�
 
i

i

ト
と
パ
�
 ガ
�
 
i
-

i
コ
�
 ト
の
犯
し
た
大
き
な
誤
り
は
、
世

マ
コ
ネ
ル
教
綬
は
、

〈

9
〉

俗
的
国
家
現
念
を
泰
じ
て
い
た
こ
と
に
あ
り
、
宗
教
へ
の
無
欝
心
或
い
は
数
様
心
の
傾
舟
と
一
致
す
る
い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ゲ
イ
教
授
は
、
熊
法
が
世
俗
国
家
を
作
り
出
さ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
憲
法
は
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
何
ら
か
の
も
の
を
作
り
出
さ

与
、
そ
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な
け
れ
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な
ら
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し
か
し
、
世
俗
麗
家
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の
は
、
徹
底
的
な
神
様
政
治
か
、
或
い
は
政
府
は
教
会
か
ら
距
離
は

置
く
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絶
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ず
教
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の
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え
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告
に
よ
っ
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導
か
れ
、
政
府
の
世
俗
的
ア
ス
ピ
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シ
ョ
ン
は
道
徳
的
に
説
教
出
体
の
高
速
な
お
様

(
泊
四
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に
従
属
す
る
と
い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
議
い
た
そ
れ
に
類
似
す
る
体
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
批
判
し
て
い
る
。

両
教
授
の
主
張
は
さ
て
お
き
、
政
府
は
、
宗
教
か
ら
分
離
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れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
レ
モ
ン
・
テ
ス
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の
厳
格
適
用
が
必
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れ
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と
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す
る
。
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*
本
紺
棋
は
、
仙
制
伸
明
「
分
離
主
義
と
俊
昨
廷
供
与
主
義
の
松
刻
」
(
吋
憲
法
と
行
波
法
の
現
在
』
所
的
札
、

維
持
見
解
を
加
筆
し
、
然
教
法
営
会
に
於
い
て
ロ
綴
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
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